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〔開議 午前 ９時５９分〕 

議長（村田幸隆議員） おはようございます。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。よって、会議は成立いたしておりま

す。 

 最初に、議長の報告ですが、お手元の報告書は朗読を省略し、これより議事に

入ります。 

 本日の議事につきましては、お手元の議事日程（第２号）により取り進めたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第８７条の規定により、議長において、５

番、上岡雄児議員、６番、三鬼和昭議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、議案第６８号「尾鷲市地方創生拠点整備等基金の設置、管理

及び処分に関する条例の制定について」から、日程第９、議案第７５号「令和２

年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第１号）の議決について」までの計８議案を

一括議題といたします。 

 ただいま議題の８議案につきましては、既に提案理由の説明は終わっておりま

すので、これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、これを許可いたします。 

 ３番、奥田尚佳議員。 

３番（奥田尚佳議員） 通告に基づきまして、議案に対する質疑をさせていただきま

す。執行部におかれましては単刀直入に、くれぐれも簡潔に、答弁のほどよろし

くお願いいたします。 

 それでは、質問させていただきます。 

 議案第７４号「令和２年度尾鷲市病院事業会計補正予算（第３号）の議決につ

いて」のうち、第２条、業務の予定量の補正、そして、第３条、収益的収入及び

支出の予定額の補正についてであります。 

 かなり下方修正という形で数字が変わっておりますけれども、入院患者、外来

患者の減少の理由と、それから、損益計算書ベースで、医業収入の減少、それか

ら医業損失の増加の理由、それから医業外収益の増加理由、この３点について教

えてください。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 
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尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） それでは、奥田議員さんの質疑にお答えします。 

 まず、第２条、業務の予定量の補正につきましては、前回の補正以降も新型コ

ロナウイルス感染症の影響に伴う入院患者と外来患者の減少を受けまして、８月

から１２月までの患者数を減するものとし、入院患者数は、１日平均１７４人か

ら１５５人に、年間延べ６万３,３７３人を５万６,７１８人に、外来患者数は、

１日平均の３６６人を３５６人に、年間延べ８万９,０５５人を８万６,３９５人

に補正するものでございます。 

 次に、損益のほうでいきますと、入院患者では、入院患者、外来、入院収益、

外来収益につきましては、やはりコロナ禍の影響で、入院収益につきましては、

医療収益として２億５,９６８万円、前回の補正よりも減少します。 

 続きまして、外来収益につきましては、２,８１１万１,０００円を減。 

 医業費用につきましても、給与費、材料費、経費等をコロナ禍の患者数の減と

か、あと、給与費につきましては、予定しておった職員数の採用が見込めなかっ

たというようなもので、給与費が６,４９９万２,０００円の減、材料費につきま

しては５,２１０万１,０００円の減、経費につきましては１,９２３万３,０００

円の減等となっております。 

 医業外収益につきましては、補助金としまして、今回、１億９,８７９万９,０

００円を補助金として計上させております。 

 以上のような結果から、今回、当年度純利益につきましては、前回の補正から

４,９２４万９,０００円を増額し、当年度純利益が２億１,９３６万６,０００円

となっております。 

 説明については以上でございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ありがとうございました。 

 ただ、病院事務長、聞いたところだけ答えていただいたら結構なので。今、医

業費用のことについては私、聞いていないので、そこだけお願いしたいと思いま

す。時間の都合がありますのでね。 

 それで、今、９月の補正からの比較ということで、さらに下方修正するという

ことの説明ございましたけれども、ちなみに申し上げますと、当初予算から考え

ると、入院患者につきましては、当初予算、１日平均１８６人だったものが今回

は１５５人ですから、３１人も減っているということで。延べ患者も、入院患者、

年間６万７,９１８人だったものが５万６,７１８人ということで、１万１,００
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０人以上、かなりのずれが出ているということですね。 

 それから、医業収入にしても、当初予算が損益計算書ベースですと４０億８０

０万円ありましたけれども、それが３４億８,２００万ということ、５億以上の

違いということがございます。 

 そして、医業損失、医業損失も、当初予算が５,９００万。医業損失ね。医業

収益から医業費用を引いたんや、医業損失ですけれども、それが５,９００万と

いう当初予算でしたけど、今回、４億５００万ということで、約３億５,０００

万の医業損失が膨らんでいると。えらい違いだと思うんですね。 

 これが今、コロナ禍ということを言われましたけれども、その理由として、病

院のほうでの分析として、コロナ禍だけですか。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 大きな医業収益の減少につきましては、やはり

コロナ禍による受診控えが大きな要因だとは思っています。 

 少ないというか、これまでも予算編成時にいつも御説明しておりました、当然

に人口減少、年間２.２％減っていくということもあると思うんですが、奥田議

員さんがおっしゃったような大きな医業損失を招いた理由としましては、やはり

コロナ禍が大きな要因ではないかと考えております。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 病院事務長、今、コロナ禍が大きな要因と言われましたけど

ね。確かに、僕はコロナ禍の影響は大きいと思っているんです。ただ、この数字

を見る限り、こんなにも違うものかなと。だから、私は申し上げたいのは、この

当初予算の数字があまりにも大き過ぎた、過大だったんじゃないかという思いが

しがちなんですよ。 

 というのは、９月に決算審査、やりましたでしょう。元年度の。この令和２年

３月末までの分ね。それを見ますと、入院患者は１日平均１８０人ぐらい、外来

患者が１日平均３８８人で、これを当初予算で、入院患者が１８６人と６人増え

ているんですよね。決算よりも、去年よりも増えるということ、まずあり得ない

と思うし、外来患者も５人ぐらいしか減らないという。人口減少も考えたら、

２％ぐらい減るという話もありましたけれども、やっぱりこの当初予算の見通し

が僕は非常に甘かったんじゃないかと。 

 以前から私、申し上げていますけど、新改革プランの見直しがこの４月からあ

りましたけど、始まっていますけど、その数字があまりにも僕は過大だったんじ
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ゃないかなという気がしてならないんですけれども。この営業損失にしても、５,

９００万で見ていたのが４億も超えるような、この医業損失を出すという、これ

は本当にコロナだけという認識でよろしいですか。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） まず、奥田議員さんがおっしゃられました、予

算編成の段階での金額が見誤っていたのではないかという部分につきましては、

特に入院収益につきましては、昨年から導入しました地域包括ケア病棟の実績を

踏まえまして、病院としましてはそこの活用をより増していくというようなこと

もあって、入院収益のほうに関しましては決算ベースよりも上げているというふ

うな考え方で計上させていただいたものでございます。 

 現状、病院としまして全般的に経営が苦しい状況につきましては、先ほども申

し上げたんですが、一番大きな要因としましては、やはりコロナによる影響が大

きいものだというふうには感じております。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） これ、質疑ですので、また一般質問でちょっとその辺のとこ

ろを確認させてもらいたいと思いますけど、私はコロナだけじゃないなと。これ

は当初予算がＤＰＣ導入ということを言われて、いいところ取りというか、いい

ところばっかり上げていますけれども、いや、そのＤＰＣのデメリットの部分。 

 やっぱりこのＤＰＣというのは、どんどん入院患者を追い出す仕組みですから、

その辺のところの説明というのを。やっぱりそういうところから出てきているん

じゃないかなという気がするので。そこはまた一般質問でやらせていただきたい

と思います。 

 でも、コロナ禍だけのこれだけ落ちているという分析。僕は、病院のほうは数

字に関してきちっと、もうちょっと精査してほしいなということだけ申し上げて

おきます。 

 それで、これ、医業外収益のことなんですけれども、９月の補正でも１億９０

０万円ほどありましたよね。今回、１億９,９００万ということで、３億以上、

この医療外収益が増えるということですね。ですよね。当初予算に比べてですよ。 

 これはこの医業外費用の中に、以前、国が医療従事者に対して、２０万やった

かな、コロナを受け入れている病院が２０万円の慰労金を支給するって話があり

ましたけど、その分は入っていないんですか。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 
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尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 今回の補正予算中の補助金には入っておりませ

ん。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） それは何で入っていなかったんですかね。僕、９月も聞いた

かな、これ。なぜ慰労金というのは入らなかったのですか。ちょっと、もう一遍、

説明してもらえませんか。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 慰労金の予算計上につきましては、９月８日の

奥田議員さんの質疑のときにもお答えさせていただいたんですが、三重県では、

国保連合会が委託を受け、病院、施設単位で申請し、個人振込になるということ

で、病院のほうの予算には計上させていただいていないということで御説明させ

ていただいております。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） そうすると、国からの医療従事者に対する、コロナ患者を受

け入れた場合の慰労金２０万円の支給というのは、この病院事業会計を通さずに、

個人のほうに振り込まれたということですか。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） ２０万円を中心とする、あのとき、１０万とか

５万とかあったと思うんですが、慰労金の支給に関しては、三重県のほうが、先

ほども申し上げましたが、国保連合会のほうに委託して、支給していただいたと

いうことでございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 今、事務長のほうが２０万円を中心としてということを言わ

れましたので、やはり尾鷲総合病院に対して、これ、コロナ患者を受け入れた場

合は２０万円ですので、やはり受け入れていたのかなという印象を覚えますけれ

ども。 

 それで、９月議会で、尾鷲総合病院で４月から新型コロナ患者を受け入れるた

めのベッドを用意していたから、補助金をもらえたんだというお話でございまし

たけれども、今回もそういうふうな補助金なんですか、この１億９,９００万と、

約２億円の追加の補助金は。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） ９月の補正に、コロナ患者用の空床確保病床を



－２９－ 

整備したので、補助金があったということで御説明しました。 

 今回の約１億９,０００万中の中にも、奥田議員さんがおっしゃられるように、

空床確保病床分の補助金が含まれております。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 今言われた１億９,９００万、前回、１億９００万でしたけ

れども、この１億９,９００万の中にも、新型コロナ患者を受け入れるベッドを

用意した場合、今、空床確保ということを言われていましたけれども、それも中

にもあるということは、それ以外にも新型コロナ患者、感染者を受け入れていた

から増えたというのはないんですか。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） すみません、空床確保のための補助金等、詳細

につきましては、行政常任委員会で資料で御説明するつもりでおるんですが、そ

れ以外に、その患者さんを万が一、受け入れるときのために個人防護具を整備す

るような補助金もありまして、その辺の分も含まれているという意味での説明で

ございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） そうすると、そのベッドを用意しているということと、個人

防護服を用意しているということのための補助金なんですか。実際にコロナ患者

を受け入れているときとか、そういうふうな基準での、これが２億近く、今回、

追加でもらえたということではないということですね。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） そうです。空床確保、病床を確保しておるとか、

それに見合う、職員が必要な防護具を整備するための補助金等でございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） いや、私が聞いているのは、空床確保、それは９月議会にお

聞きしました。それのものがありますよということでして、追加で、今、個人防

護服ということもございましたけれども、空床を用意しているということ以外に、

実際に新型コロナ感染者を受け入れていたということに対しての補助金はないん

ですかって聞いているんですよ、僕は。 

議長（村田幸隆議員） 奥田議員、ちょっと議論が広がっておりますので……。 

３番（奥田尚佳議員） 分かって聞いておるんです。 

議長（村田幸隆議員） その辺は、きちっと整理をしてやってください。 
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３番（奥田尚佳議員） はい、中身を聞いているんです。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 国、県等からの補助金の要項等を確認、見回し

ておるんですが、これはあくまで、空床確保の補助金については、確保病床を持

っているという前提でございます。 

 あと、先ほど申し上げました個人防護具につきましても、その整備をしている

病院に対する、個人防護具の事前準備といいますか、の部分の補助金となってお

ります。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） じゃ、事前準備なんですね、それはあくまで。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 患者等受入施設に対する個人防護具の整備、追

加分ということで、前回、９月のときも……。 

（「受け入れる準備と書いてある」と呼ぶ者あり） 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） はい。計上したものの追加分、単価が上がった

分の追加分でございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） じゃ、聞いていることに単刀直入に答えてください。事前準

備と言われたので、事前準備なんですかって聞いているんですよ。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） すみません。追加分ということで、単価のほう

が県と国との……。 

（「そういうことを聞いているんじゃなくて」と呼ぶ者あり） 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） すみません。県と国との単価の……。 

（「単価を聞いているんじゃないです」と呼ぶ者あり） 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） ですから、すみません、事前準備といいますか、

９月補正のときにも空床確保分の個人防護具等を整備した補助金のうちの追加分、

単価等の差異がありました分の追加分でございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） いや、だから、これ、単刀直入に答えてくださいって言って

いるんですよね。僕は単価のことを聞いていないんじゃないですか。ようなこと

を聞いているわけじゃないでしょう、今。 
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 じゃ、事前準備と言われたので、事前準備なんですかって聞いているんですよ。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） すみません。先ほどの答弁、誤りで、９月補正

分の計上した補助金のうちの単価が増した分の追加分の補助金でございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） ということは、やっぱり事前準備やなんかに使っているんで

すね。そうやって言えばいいじゃないですか、部長。苦し紛れな答弁、要りませ

んよ。 

 どうなんですかね。もうちょっときちっと。これ、議会ですからね。議場です

よ。もうちょっとしっかりした答弁してくださいよ。それで、情報公開、きちっ

としてください。 

 だって、僕は全然、医療従事者の方々に、やっぱり皆さん、感謝と敬意を表し

ているわけですよ。そういう意味で、やっぱり病院側もきちっとした情報を出し

てくださいよ。ちょっと間違えましたとか、そういうことじゃなくて、使ってい

るなら使っていると言えばいいじゃないですか。 

 では、ちょっとお聞きしますけど、今、補助金をもらって、空床確保だけの補

助金じゃなくて、防護服の事前準備とか、そういうので実は使っているんだと思

いますけれども、ということは、この補助金、もらっても、今後、その費用計上

として、医業費用として計上されていく分というのは、どれぐらいを見込んでい

るんですか。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） すみません。先ほども申し上げたのですが、今

回の１億９,０００万等の補助金の内訳につきましては……。 

（「内訳は聞いておらへんけど」と呼ぶ者あり） 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） いや、行政常任委員会で詳細な資料を提示しま

して御説明するつもりでおったんですけれども、今、奥田さんがおっしゃられま

した個人防護具等の費用として整備する分の補助金につきましては、４９１万４,

０００円と７０万６,０００円の分の補助金がございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） そうすると、今、約１億９,９００万ももらって、５００万

ぐらいですか、今言われた。 

 あとはあれですか。剰余金というか、そういうもので蓄えていくというふうな
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ことでよろしいんですか。ほかに使うことはもうないんですね。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 空床確保等の補助金とかありますが、その部分

につきましては、当初予算計上の分の費用のほうに対応させるつもりでおります。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） そうすると、今回でも計上されているのは１億９,９００万

で、５００万ぐらいの医業外費用を計上されているだけですけれども、あと残り

１億９,０００万以上というのは、損失補塡というか、そういうものにも充てて

もいいですよというような補助金ということなんですか、確認がつけば。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 経費等への充当といいますか、損失補塡といい

ますか、現状の予算に充当することも可能でございます。 

議長（村田幸隆議員） ３番、奥田議員。 

３番（奥田尚佳議員） 分かりました。 

 ただ、これ、コロナということで特別にもらったお金ですので、非常にありが

たいお金ですので、蓄えたとしても十分精査して、今後、使っていただきたいと

いうふうに思います。 

 この後、一般質問を控えておりますので、これで私の質疑を終わります。どう

もありがとうございました。 

議長（村田幸隆議員） 以上で、通告による質疑は終わりました。 

 他に御質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） ないようでありますので、御質疑をこれで終結いたします。 

 お諮りをいたします。 

 ただいま議題となっております８議案につきましては、お手元の議案付託表の

とおり、会議規則第３７条第１項の規定により、所管の行政常任委員会に付託を

したいと思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

議長（村田幸隆議員） 御異議なしと認めます。よって、議題の８議案は、所管の行

政常任委員会に付託することに決しました。 

 次に、日程第１０、一般質問に入ります。 

 発言通告書が提出されておりますので、お手元の一般質問表に従い、順次これ
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を許可することにいたします。 

 抽せんの順位により、最初に、１３番、濵中佳芳子議員。 

〔１３番（濵中佳芳子議員）登壇〕 

１３番（濵中佳芳子議員） 今年も残すところ、半月余りとなりました。１年近く世

の中を翻弄いたしましたコロナ禍は、いまだに終息どころか、様々な数値で過去

最高を示され、一向に安心な生活を送れる状況ではありません。いま一度、自分

の身を守り、感染拡大を防ぐために、気を引き締めてまいりたいと思っておりま

す。 

 それでは、通告に従って、一般質問をさせていただきます。 

 通告内容は、総合計画の策定についてであります。 

 現在、全てが先行き不透明な中、市が策定する総合計画は、市の目指す姿を指

し示す灯台の明かりのようなもの、どこに向かうのか明確にするためのものと理

解いたします。 

 総合計画の策定につきましては、９月定例会に２人の議員の一般質問において、

方向性を御説明いただいております。 

 また、審議会の様子も議事録はじめ様々な資料を公開されていることから、市

民の代表の皆様から出る疑問や提案についても、共有できる形が取られていると

思います。審議会の内容を拝見すれば、ある程度、策定過程を把握することがで

きますし、担当職員の説明も詳細で丁寧な、分かりやすく行われていると感じま

した。 

 しかし、一方で、市長は総合計画策定に対するインタビューの中で、行政の意

図が市民に伝わっていないと発言されています。総合計画の策定において６次計

画を踏襲した、共に創るという大命題を完成させるためにも、相互理解は不可欠

であると思います。市長の目指すところ、これまでの施策など、伝わっていない

ところや誤解があると思われるところが何であるのか、御説明いただきたいと思

います。 

 壇上からは以上とさせてもらいます。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） それでは、濵中議員の御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、第７次尾鷲市総合計画の策定に対する私の思いについてであります。 

 総合計画につきましては、平成２３年の地方自治法の改正により、法的な策定
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義務はなくなりましたが、本市にとって、１０年先の人口変動を見据え、将来の

尾鷲をどのようにしていくのか、その指針となる最上位の計画であり、それに基

づき市政を運営すべきであると考えております。 

 私にとりましては、第６次から第７次へと見直しを図る、言い方を換えれば、

これから先１０年の尾鷲の将来像をどのように考え、そして、それを実現するが

ためにどのような施策を打っていくのかを見直す非常に重要な時期に市長の任に

当たらせていただいていることに、責任の重さを感じているところでございます。 

 さきの定例会において述べさせていただきましたが、第７次総合計画策定に当

たっては、私は、市民の皆様にこれからの５年先、１０年先の夢を持っていただ

き、その夢を実現するがための市政を推進していく必要があると考え、そして、

時間軸を決めて何年後に実現させていくのか、それをするがための計画を策定し

ていかなければならないと考えております。 

 中部電力尾鷲三田火力発電所の廃止や、新型コロナウイルス感染症の拡大など、

この地域を取り巻く社会経済情勢も大きく変化しております。そうした社会経済

情勢の変化にも対応しながら、策定過程の見える化を図り、実効性、実現性のあ

る、そして何よりも市民参加による分かりやすい計画づくりをしていきたいと考

えております。 

 次に、私へのインタビューについてであります。 

 第７次総合計画策定に当たっては、市民の皆様と行政が一体となってまちづく

りを進めていくために、市民の皆様の声を聴くことはもちろんのこと、策定過程

の見える化を図るため、各種資料をはじめ審議会の内容につきましても、全てホ

ームページで公開させていただいております。 

 その中で、私へのインタビューにつきましては、私自ら計画策定に当たり、私

の思いや考え方を計画に十分反映したいため、ざっくばらんに意見を言いたいと

のことから、本年８月、市長室において、質問に沿う形で１時間半程度実施した

ものでございます。 

 ホームページに掲載しておりますインタビュー要旨につきましては、私の思い

が市民の皆様へ十分伝わり切れていない、または誤解を生んでしまう結果となる

ことは、私としましても本意ではございませんので、議員の御質問に沿って説明

させていただきたいと、このように考えておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 



－３５－ 

１３番（濵中佳芳子議員） 市長の伝わり切れていない部分が全体的なものなのか、

それとも個別の案件によるものなのかというのを最初に答えていただこうかなと

思いまして、先ほどのような聞き方になったんですけれども、今の市長のお話か

らいきますと、一個一個の中でお答えをいただけるような感じですので、ここか

ら、項目ごとに質問をさせていただきたいと思います。 

 すごく項目的になりますと、いわゆる言葉の揚げ足のようなことになるかもし

れませんけれども、こういった市長インタビューの要旨がホームページに出てい

るということは、これを見て、皆さんに御理解をいただく場所だというふうに私

は理解しております。ホームページ上というのは。 

 といいますのは、これの背景が分かっている、役所の中にいたり、私たちのよ

うに議会として議論をさせてもらう人間にとっては、その背景が分かった上での

言葉として理解をする部分、ありますけれども、やはりホームページ上ですので、

これを見て、ある程度、大方の者が理解できるような形であるべきではないのか

なというふうな思いから聞かせていただきますので、どうぞよろしくお願いした

いと思います。 

 市長インタビューの中には８項目ほどの項目がございます。その中で気になっ

たところを１個ずつ、幾つか、まずは聞かせていただきたいと思います。 

 コロナ禍で一番最初に掲げられているのが「地域医療体制の確保」でございま

す。その中にある市長のお言葉の中に、私、二つほど首をかしげるものがござい

ました。 

 一つが、市長は、この病院は本当にイコール尾鷲であるというぐらいのもので

あるから、縮小はしないんだというふうな表現がされております。 

 ところが、この総合計画というのが最上位計画であり、その下に連なる計画が

それぞれにあることから、総合病院においては改革プランがそれの計画で表され

ていると思うんですけれども、改革プランの見直しをされた際の説明の中で、当

時の事務長が人口減少であるとか、ベッドの稼働率とか考えたときには、この病

院の在り方の見直しが必要であるというふうに発言されておりまして、当時、委

員会の中で委員の質問がありまして、ということは病院全体を縮小するというこ

となのかという質問に対して、事務長は、そういった意味では縮小することにな

ると思いますというふうに答えられております。 

 だけど、そうなりますと、市長の思いとは真逆のものになるんですけれども、

こういった病院の縮小というふうに表現されたことに関しては、どういうふうに
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市民の方に受け取ってもらうべきなのかというところを御説明いただければと思

います。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 私のこのインタビューの中で議員が御指摘されているのは、地

域医療についての財源の問題から、現状からの縮小を勧められているが、私とし

ては命の問題であり、また、総合病院は尾鷲の特異性の一つであり、総合病院、

ニアイコール尾鷲といってもよいため、縮小は考えていない。こういうインタビ

ューに答えたということです。 

 この「地域医療体制の確保」、このインタビューの中で、先ほど申しましたよ

うな縮小は考えていないと発言したことに対して、一方では、一般病床の削減に

取り組んでいくとしているこの尾鷲総合病院の改革プラン、これについても改革

プランの中で、一応縮小するという計画の中で、これから検討していこうという

流れでございます。 

 そういった中で、財政の問題がこれはあるんですけれども、縮小は考えていな

いとの考えは、当然、不採算部門の診療科の中には、今現状では小児科、産婦人

科、救急医療など、こういったものがございますけれども、これらにつきまして

はたとえ不採算部門であろうとも、私は地域医療にとってなくてはならない診療

科だと思っております。したがいまして、そういう発言をしたというところでご

ざいます。 

 あくまでも今の不採算部門に対して、これは財政のことを考えた場合に、先ほ

ど申しましたように、縮小も必要じゃないかということはあるんですけれども、

財政のことじゃなくして、要は地域医療体制の確保の中で、特に小児科、婦人科、

そしてこの救急医療、こういったものについては不採算部門です。だけれども、

地域医療として絶対大事なものであるから、これは私は縮小は考えていないと、

こういう内容でございます。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 今の説明を聞けば分かるんですよ。市長が縮小したくな

い部分がどれなのかというのはすごく理解できますし、それは私たちとしても望

むところだと思います。 

 不採算であったとしても必要な部分と、そして、経費のことを考えたりとかす

れば、ある程度小さくしていかなければならない部門とあるということをきちん

とお示しされた上で表現をされないと、これだけだと全体の縮小を考えていない
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のかという、改革プランとは裏腹になるなというふうな解釈になってしまうので、

私はこういったところに載せる場合の表現というのは大事にしていただきたいな

という思いがありまして、今回、そういう質問、市長の伝え切れない部分を御説

明いただく機会になればなというふうに考えました。 

 もちろん、この病院は調べてみますと、昭和４０年の初めに今の形が今の場所

にできてきて、病床数もその頃と一緒、当時は３万人を超える人口があって、高

齢化率もそう今ほどは高くなかった。 

 今、その当時から考えれば、人口は半分ですよ。高齢化率は倍以上です。人口

がこれだけ減っているのに、６５歳以上が増えているような、そういった当時と

は全然違う状況がありますから、ある程度、規模の縮小という部分に関しては受

け入れるものかと思います。 

 だけど、市長の言われる、不採算部門であっても必要な部分という言葉が抜け

ているのかなというふうに感じております。それは市民の方にきちっとお伝えい

ただきたいと思います。 

 もう一つ言いますと、ここに表現方法ということで言わせていただきますと、

毎年大きな赤字が出ておりますというふうに書かれておりますけれども、これ、

間違いですよね。単年度黒字を出しておりますよね、数回。 

 こういう赤字が出ているという言葉を簡単に使うのではなくて、行政が出す部

分ですから、資金が不足しているというのが正解かと思います。そういった辺り

の表現の仕方、それによって、市民がきちんと正しい情報をいただくのか、誤解

をするのかという分かれ目になるのかなというふうに思うんですけど。 

 ９月の決算のときに黒字という言葉が出て、市民の方が安心した部分を私たち

は聞かされております。だけど、赤字というのと資金不足というのは意味が違う

ということを説明させてもらって、御理解いただいたということを経験いたしま

した。こういった行政が出す言葉の意味というのがきちっと伝わるような言葉の

選び方をお願いしたいと思います。 

 次に移ります。 

 「財政の健全化」という項目がございました。 

 これも少し驚く言葉が出ております。財政の健全化のための、この部分に、実

は市民に浸透していない、食い違いがあるというふうに市長は発言されているん

ですけれども、どういった財政の健全化を図ってきたかの項目の中に学校の統廃

合が出ております。私、これ、ちょっと驚きました。直近の学校統廃合でいいま



－３８－ 

すと、三木小、三木里小のことがございましたので。 

 当時、本当に新しい学校を造ろうと地区が一丸となって、子供たちも自分たち

のための学校という動きをして、それで新しい学校を待っておりましたけれども、

当時の教育委員会の説明においては、子供たちの安全確保を急ぐためというふう

な御説明をいただいて、もう納得せざるを得ないのかなと諦めにも似た、そうい

った気持ちの中で、学校統廃合が行われたと思っております。 

 だけど、この財政の健全化の中に学校統廃合を入れてきた市長の意図をまずお

聞かせいただきたいと思います。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 私は財政の健全化の中で、「財政の健全化」という、こういう

インタビューの中で、学校の統廃合等々については一切申し上げておりません。

私は、教育に関する話については、財政が云々、どうのこうのということで、こ

れに対してこうなるからこうしてほしいといった、そういう要望も、こちらから

の意見も一切ございません。 

 ただ申し上げますのは、この市のホームページ内の「市長の部屋」における課

題という中で、子供が地域の宝物、育てる・守るは地域の役目であり、子どもを

すくすく育てるためのイベント・支援等のソフト面に併せ、賛否両論ではあるが、

学校という集団生活・教育環境を充実させるための学校統廃合などのハード面で

の環境整備も必要だと考えておりますと。 

 基本的には、要するに子供中心なんですね。子供が要するに集団教育、集団生

活、教育環境に十分充実しているかどうかと、これでございます。したがいまし

て、御回答申し上げるのは、財政の健全化をするがための統廃合ということは一

切考えていないと。ただ、あくまでも子供なんだと。 

 ちなみに申し上げますと、私もやっぱりこの児童・生徒数のこれから先の推移

というものも一応全部、資料を教育委員会のほうから出させました。ただ、これ

を見てみますと、正直言って、この人数、要するに集団生活、こういった教育の

充実をするがためのこの人数を、今のところ令和８年度までの数字を一応いただ

いておりますけれども、もらっておりますけれども、それについては、こういう

ことは俎上に上がるけれども、要するに、私としては、今のところ統廃合という

ことは考えていないということでございます。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） そうしますと、市長、私、この市長のインタビュー、こ
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の総合計画をつくるにおいて、中の議論を全て透明化して、市民と共有しながら

策定を進めるという意図の上から、市長の考え方を示すところが必要ということ

で、こういった形が取られているという理解をしたものですから、この項目の中

にこれが入ってくるということは、そういう中身の動きがある程度分かる私たち

でもこれを見て、財政の健全化のために、その中に学校統廃合を入れてきたかと

いう、そういった思いが出てくるということは、市民の方でこれを見て、お金の

ために学校を統廃合されたのかと思われても仕方がない部分にはなりはしないの

かなと思うんですね。 

 そうしますと、やはり先ほど市長も言われたように、これから児童・生徒数の

数、推移を考えていったときに、自分のところの学校がどうなるかなって思った

ときに、財政面を考えてしまう人が出てきても仕方がないように思います。 

 これ、１個ずつ取り上げていくと、そんなつもりで答えたのではないという言

葉になってしまうのかなと思うんですけど、そんなつもりでなくても、ここにこ

うやって書き表されていると、そういうふうに取ってしまうんですよ。この表現

の仕方、少し考えられたほうがいいと思いますし。 

 と申しますのは、この総合計画、市民とともにとは言いますけれども、やはり

時の首長がどういった市の形を目指すのかということを表す部分でもあると思う

んですね。 

 そうしますと、９月の一般質問に答えられたときに、重要度が高いけど、実現

できていないもの、それがアンケートの中から分かってきたから、それを目指し

て、それを優先順位としてやっていく。これが策定の方向性だというふうな私は

理解をしたんですね。 

 そうすると、市民の皆様が要ると思われるというものだけではないはずなんで

す、総合計画って。市長の思う、時の首長の考える市の姿というのが表されるも

のだと思うんですね。 

 そうすれば、やはり市長の考え方はこうなんですよというものを表すためのも

のがどこかにある。それがこのインタビューの要旨だと思うんですけれども、そ

ういう理解ではおかしいですか。 

 これ、実際、ここに統廃合、書かれているんですよ。財政の健全化という意味

では、調べましたところ、２校なくなったことで、学校運営費であるとか、それ

に係る人件費で約１,０００万近く、１年間で経費が削減されております。 

 ですから、そういった意味では、結果的には財政がその分、削減できたという
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ふうにはなりますけれども、当時の説明では安全の確保であり、これから尾鷲幼

稚園の廃園かどうかという問題も控えておりますけれども、それに関しては集団

生活の確保というふうな説明をされていますけれども、ここにこれがありますと、

財政のためというのが前に出てしまいます。それ、市長、こういう表現のままで

大丈夫ですかね。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） この学校の問題については、何度も申し上げますけれども、私

は財政の健全化のために、要するに実行するんだということは一切言っておりま

せん。 

 あくまでも、あくまでも、先ほども申し上げましたように、この市ホームペー

ジ内の「市長の部屋」の中に、経済基盤の整備、子育て環境と教育環境の整備、

暮らしの安全と安心について、全世代に及ぶことであり、一体となって並行に進

める必要がありますねという中で、その中で、子供のことについては、やはり何

度も申し上げていますが、集団生活・教育環境を充実させることなんです。 

 私は全然認識はしておりません、財政について云々ということについては。子

供の教育部分について、財政のことを絡ませるということは一切考えておりませ

ん。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 市長、聞いたことにお答えいただきたいんですけれども。 

 では、ここに、財政の健全化の中にある学校統廃合というところに関しまして

は、これはもう訂正なさいますね。そういうことですよね。 

 市長、ホームページに載っているこの市長インタビューの要旨というの、御覧

になっていますよね。このとおり、どういうふうに載っているか、御覧になって

いますよね。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 正直申しまして、実際問題については失念していたということ

は事実です。誠にこれは、ここのことについては、私、一切考えていない。たま

たま読み返していたんですけど、それには全然、要するに及んでいなかったと。 

 ですから、今回の場合の財政の健全化については、実際問題、ここに書かれて

あるとおりなんです。この文については、たまたま、結果的にこうなったという

話でございます。大変失礼しました。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 
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１３番（濵中佳芳子議員） そうしますと、私の今回の一般質問がどこに向かってい

くのか、私も困ってしまいました。市長が御覧になって、このような形で載せて

いいという許可が得られて、ここに載っているものという、そういう理解の上で

今回の質問を考えましたものですから。 

 市長がここに自分の気持ちとの乖離があることを確認せずに載せられていると

言われると、じゃ、これはどうなんですかという質問の中において、私の言った

のと違うんですよって言われると、もうこれ全部、ここに載っているものに対し

て質問することの意味がなさなくなってきてしまうので、少し聞き方を変えたい

と思います。 

 今回の総合計画を策定するに当たって、総合計画の下に連なる各事業の計画、

各担当課の計画、いろんなものがございますよね。その中でも一番重要視されて

いるのが国土強靱化計画。それがこの総合計画策定のスケジュールの中に併せて

載せられているぐらい、今回の総合計画には重要視されている部分であるという

ふうに理解をするんですけれども、この国土強靱化計画の項におかれまして、市

長、実はどういうふうに書かれているかというと、車社会の尾鷲において災害時

に逃げる手段、車であるというふうに書かれているんですよ。 

 ところが、私たち議会においてもそうなんですけれども、私、個人的に十数年、

ここに置いてもらってから、東北の震災以前から、片田教授が尾鷲市の避難行動

について様々なことを御教授いただいているんですけれども、一番に言われるこ

とが車で逃げるななんですよ。車で逃げるな。 

 せんだって、川原町の避難訓練の中に副市長もいらっしゃいました。あのとき

に見られたとは思うんですけれども、車で逃げるなと言われても、歩けない人は

どうするんだ、そういう話がございます。 

 だけど、それにも対応すべく、この間の川原町でもありましたけれども、そう

いった方を逃がすためにも、リヤカーの訓練もしております。それぐらい、車で

避難することの危険性ということを私たちはここ十数年で、さらに、東北震災以

降はもっと強く言われております。 

 そのために長尾教授が逃げられるための体力づくりという、そういった講座も

開いてくれて、尾鷲の市民の皆さんは、逃げるときは自分の足が頼りというふう

に今まで思いながら来たわけなんですけれども、ここに車で逃げるという表現が

あるんですね。これも市長の思いとは違うのかなと思うんですけれども、市長、

避難行動に関して、どういうふうにお考えですか。 
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議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 避難をするということと、今回の国土強靱化のためのいろんな

施策を打っていきながら、事前に準備を、要するにそのために予防をしておくと

いうような話の中で、先ほどしました片田教授の中で、当然、津波が起きたら逃

げるんだと。逃げるときには、基本的には歩いて来なさいと。これは認識してお

ります。認識しております。だから、基本的には。 

 だから、私は今年は行けませんでしたけれども、川原町のそういうあれとか、

あるいは、小学校になると中村山公園に逃げよとか、参加しております。基本的

にはそうなんです。今回の国土強靱化ということを第７次総合計画の中に重要項

目として入れるという話の中からのストーリーなんです。だから、その辺のとこ

ろは、議員が一番よく御存じだと思います。 

 我々もよく国へ対して、県に対して、いろんな国土強靱化のための要望活動を

やっております。これは命の道じゃないんですけれども、道路を整備するという

ことがまず、私は基本だと思っております。 

 ほかにもいろいろありますよ、国土強靱化対策。これがやっぱり中心なんじゃ

ないかなと。それは、私はこの３年間、身にしみて感じてきました。その中での

尾鷲の道路を見ていると、がたがただねというようなことからああしたものでご

ざいまして、そういう意味合いでございます。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 車でなくても、歩くのもそうですけれども、市長は公約

の中で、高齢者に優しいまちづくりを目指したいという言葉がありました。 

 尾鷲の今の道路の現状は、路面を見ても、本当に見るだけで分かるぐらい、高

齢者のシルバーカーやつえ、そういったものが引っかかるぐらいの、そういった

路面の悪い状態が続いております。 

 だけれども、それをきれいにするための財源も、とても厳しくなってきており

ます。昨年度では尾鷲市に唯一残された過疎債、有利なものも、来年度はほかの

用途に使われてしまいますから、また、私は、路面の補修が少し薄くなってしま

うのかなというふうに心配もしておりますけれども、国土強靱化計画に盛り込む

ことによって、その避難行動のため、災害の対応のためということであれば、国

からの補助であったりとか、そういった制度を使うこともできるであろうという

ような総合計画の中での説明も、市民の皆様に発せられておりました。そういっ

たこともありますと、この国土強靱化計画の中に様々なことを盛り込むことが大
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事なのかなというふうに、それは理解しております。 

 だけど、こういったものを表現するに当たってでも、皆さんに今まで御努力を

お願いしてきた部分、市民の皆様と共有するべきところでは、きちんと市民の皆

様に理解をしていただく。尾鷲市がどういったところを目指しているのかという

ことを表現する。そういった表現の方法が必要となってくると思います。 

 やはりこのインタビュー要旨の中で、この後ろに何時間も、１時間半と言われ

れば、恐らくこれ以上のものが市長の中で語られていると思いますけれども、ま

とめ方として、これでは市民に誤解を与えるよねという部分、それはもう一度見

直して、市長の考え方としてもう一度、皆さんに発信をされるのがいいのかなと

思います。 

 それと、この中にＳＤＧｓやＳｏｃｉｅｔｙ５.０の話もありますけれども、

実は、９月議会のときにＳＤＧｓを聞かれた際に、今、どの分野をどういうふう

にして、一番最初だということは考えていないというふうな答えをされているん

ですけれども、一番最初に地域医療体制が上がってきているぐらい、今、コロナ

禍もあってですけれども、やはり持続可能を求めるには、この辺りかなと思うん

ですけれども、市長の中でこの優先順位というものをどういうふうに考えられて

おりますか、施策の中で。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） ＳＤＧｓ、今、日本国、世界、非常にこれがいろいろ話題にな

って、それぞれ企業なり、行政なり、取り組んでいるという話は十分認識してお

ります。 

 だから、私は行政、行政というよりも尾鷲市の中で、ＳＤＧｓ、この１７の項

目の中で、９月の一般質問の中で答えている部分については、細かく言うと、ま

た時間がなくなってしまいます。 

 要するに、尾鷲市としてやっていかなきゃならない、１から６というのは最低

必要条件であると。行政として当然。例えば、貧困をなくそうとか、飢餓をゼロ

にしろとかって云々云々どうの、ジェンダー平等を実現しようとか、安全な水

云々等というのは、これについては、行政としては当然やっていかなきゃならな

い、これは項目であると。 

 ほかについては、いろんな項目あります。その中でまず優先順位としてやって

いかなきゃならない部分については、要するに、住みたい、住み続けたいまち、

これであるがために、私は働きがいも経済成長も。それで、１１番の住み続けら
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れるまちづくりというの、これをまず優先順位としてやっていこうということを

お答えさせていただきました。これは御存じですね。 

 これを中心としながら、当然、やっぱり１７の項目については、尾鷲市として

は具体的にどういうことを、要するに施策としてきちんと発表しなきゃならない

か。ただただ、まだそこまでは至っておりません。 

 ただ、１から６番の最低必要条件の部分についてはやるべきであって、さっき

申し上げました住み続けたいまちづくり、これを中心として経済の成長も含めた

形の中で、要するに進めていきたいと。その中で、このＳＤＧｓの１７の項目に

つきましては、何らかの形で総合計画のほうに結びつけていきたいと思っており

ます。 

 ただ、やる以上は、要するにきちんとそれに明記する以上は、やっぱり私はき

ちんと計画も立てながら、具体的にどういうふうにして、いつまでにやっていく

のかって。いつも言っていますように、時間軸を定めながら、具体的に、要する

に効果、効率を見ながら、きちんとやっていくということも進めていきたいと、

このように考えております。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） すみません。ちょっと私、聞き方が下手くそだったと思

います。 

 ＳＤＧｓ、世界統一のこういう項目、国統一の項目、もちろんそういうふうな

形で示されておりますから、その項目ごとに考えるということは必要なのかと思

うんですけれども、私、尾鷲市にとってのＳＤＧｓは何だろうというふうに考え

たわけなんですよ。 

 単純な話なんですよ。尾鷲市で一番大事にしなければいけない持続可能なもの、

形にしなければならないものは何かというふうに考えて、この目の前にある課題

の中で一番重要度の高いもの、その次のものというふうに市長がお考えになって

いないかなというふうに思ったものですから、聞かせてもらったものでした。 

 なので、今、目の前にある尾鷲市の課題の中で、市長はこの間、９月のときに

答えられました、重要度が高くて、出来上がっていないものを三つ挙げられてお

りましたよね。地域医療であり、人の流れでありというふうな、財政のことであ

りとか、そういったことを言われておりましたけれども、その中の優先順位とし

て、これは一番先に取りかかりたいというものを教えていただけますか。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 
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市長（加藤千速君） 一番大事なの。私、三つとも全部大事だと思っております。特

に三つ。 

 これは何でかというと、市民の皆さんがずーっと、重要度は高いけれども、満

足度が低いと。これを満足度を上げていきながら、重要度のその認識をしていく

まで、そこまで上げていかなきゃならない。ですから、この三つのことを申し上

げて、これについては今回のこのインタビューの中で申し上げさせていただいた

と。 

 その中に、私は９月の定例会の答弁の中で、働きがいも経済成長も、そして１

１番の住み続けられるまちづくり、これがやっぱり、基本はこの三つが含まれて

いると思います。 

 以上でございます。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 私、この市長インタビューの中から一個一個ただしてい

きたいと思いましたのは、やはり市長の考えるものがどこなのか、それがいいの

か悪いのかというような議論をしてもらいたいという気持ちもありましたもので

すから、やはりその芯となるところ、目指すべき芯となるところが市長のほうか

ら表現されてくれればいいなという思いでやりました。 

 それで、共に創るということですから、市民参加型であるからには、これは最

初の説明にもありましたように、国からの作成義務がなくなったところで、法的

な根拠も以前のようなものではなくなっている。 

 そうしますと、例えば、これが行政計画なのか、公共計画なのかという分け方

をすることがあるというふうに聞きました。役所だけで進めていくものではない

というふうに理解するんですけど、公共計画で、市民の皆様にきちっと理解をし

ていただいて、市民の皆様と一緒にこの計画を遂行していくという理解でよろし

いですか。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） さっき議員のほうからも、壇上にての質問の中でおっしゃって

いただいています。要するに、市民の皆さんと一緒につくっていくんですよ。 

 だから、要するに全てのことにおいて、ありとあらゆることをホームページに

全部書きなさいとか。それで、今、担当のほうは、議員がおっしゃっていただい

たような、要するにねぎらいの言葉をいただいたと私は思っているんですよね。

当たり前のことをずーっとやっている。 
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 今回は要するに、市民の皆さんに、こういうふうにして今議論していますよと

かという状況をきちんとあれするようにと。要は、相互理解をしながら、市民の

皆さんと一緒につくっていくというのが第７次総合計画の柱でございます。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） そうしますと、本当に市民の皆様にしっかりこの計画が

理解をしていただく。どこへ向かうのか、何が一番大事で、どうなのか、その実

効性がどうなのか、実現性がどうなのかというところがきちんと表されるものに

なるべきかと思います。 

 実現性ということに関しましては、私、一番大事なのは、幾らみんなと一緒に

つくると言っても、財源を確保するのは役所の務めですよね。皆さんからもう既

に前払いでその財源を頂いているわけですから、それをどういうふうに使うのか

というのを表すことですよね。 

 ですから、財源の確保ができるもの、それが実現性の高いものであると、そう

いうふうな理解かなと思うんですね。それでどういったふうにやるかということ

を進めるべきですから、市長の言う、最終的なまとめの中にある、夢を与える。

市長の考える夢は何ですか。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 基本的には、まず、このまちが、皆さんが、安全なまちである

か、安心なまちであるか、要するに安全安心に暮らしていただけるかどうか。そ

して、結果的に、要するに夢というのは、ああ、尾鷲に住んでいてよかったなっ

て。住み続けたいまち、あるいは住みたいまち、こういう思いでございます。 

 そのために具体的にどうするのかというような話になりますと、その前に夢と

いうのは私は、夢は夢物語であってはならないと。夢を実現していくんだと。そ

のためにいつまでということはどうしても必要なんですね。だから、時間軸を持

って、第７次総合計画はきちんと作成するようにという指示は出しております。 

 だから、おっしゃっていますように、べらぼうもない、そういう夢でもって、

それが要するに財源ということを考えてみて、それがとてつもないというような

ものがあるかも分からない。しかし、それをどこまでやっていくのかというよう

な話もできることか分からないですね。ですから、私はそういう形の中で、夢と

いうのは。 

 それで、基本的には、夢というよりも、まず三つの夢というのは、どうあった

ら市民の皆さんに喜んでくれるかな。一番はやっぱり重要度が高いにもかかわら
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ず、満足度の低いものに対して、早く私たちが満足度を多少なりとも上げていく

ための、要するに、三つの施策についてきちんとやってやなということがまず、

僕は基本にあると思っているんです。そういう思いです。 

 ですから、私としては当然のことながら、そのためにも市民の皆さんから、要

するに声を聴かなきゃならない。実際問題、そうなんです。誠に申し訳ないんで

してね。 

 正直言って、私、このずーっと２年間、要するに市民との懇談会、あるいはい

ろんな場合で。議員がおっしゃった町なかトーク、いろんな話でね。要するに現

場においてやっていますけど、今回のコロナ禍については、それがほとんどでき

ていないという、こういう問題もありますし。 

 しかし、極力、やはり市民の皆さんで、現場でいろんなお話を聞きながら、そ

れが何とかならないかということについてはきちんと自分自身で整理していきた

いと、このように思っております。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ごめんなさい、私の理解度が低いのかな。分かったよう

な、分からぬような気がまだしております。どこへ向かうのか。 

 実は、この総合計画のつくり方についていろんなものを少し調べてみましたと

ころ、そういう策定義務がなくなったぐらいから、各自治体によってつくり方が

様々工夫がされておりました。 

 その中に、やはり時の首長が替わると、また方向性が変わったり、考え方が変

わったりすることから、市長の任期に合わせて、例えば、長期計画の中の見直し

をその任期に合わせた年数に変えるような、そういった自治体も出てきておると

いうふうに聞いております。 

 そうしますと、今つくっているものは、令和４年度からスタートするわけなん

ですけれども、ストレートに聞きます。私たち、来年６月に、この席にいるかど

うかということの判断をされることになっております。 

 市長は、今一生懸命語ってくれた皆様に夢を与えるためには、このつくってい

る計画、きちんと遂行するための判断や決断や責任やという辺りを含めて、６月

以降もこれを見守るおつもりはございますか。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） ６月以降云々についてはまだ考えておりません。ただ、私はこ

の任期という。正直言って、来年の７月２５日までは１期目の任期です。それま
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でに何ができるかと。 

 これは、しかし、その時点で私は市長でございますから、その考え方を。要す

るに、任期というその限られた時間の中でまず将来を見据えて、そして、その任

をあずからせていただいていると思っておりますので。 

 結果的に、今現在、私自身が決断し、そして、責任を持って一つ一つの事業と

いうものについてきちんとまとめ上げていきたい、このように思っております。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ４年から進む計画ですからね。私たちが責任を持てるの

かと言われれば、それは市民の判断に委ねることですから、やりたいと言っても

やれるものでない場合もありますけれども。これを、この夢をかなえるために、

自分はその先もきちっとやるつもりであるからという言葉があるほうが説得力が

あるのかなと思ってお聞きしたんですけどね。 

 まだ、もう少し聞きたいところが残っておりました。 

 実は、就任当時、市長は改革をするため、今の現状、苦しいところを打破する

ためには、痛みの必要な部分もあるというふうに発言をされておるんですけれど

も、ここまでの間、どこに痛みがあったと感じておりますか。それは誰にでもい

いですし、どこにでもいいですし、痛みを感じた、痛みを感じさせたと思うよう

な、そういった政策判断はございましたか。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 痛みを伴うような、今までの普通のところがそれ以下に下げる

とかというような話です。 

 私は一番あれなのは、正直申しまして、まず、やっぱり財政の健全化をきちん

とやっていかなきゃならない。それをやることによって、痛みを伴うような施策

もやってきました。 

 それについてはまず第一に、市民の皆さんにはいろんな関係先、関連事業云々

等々で、補助金を一応カットしようと。もうこの分についてもある程度、カット

させていただきました。 

 そして、もう一つは、この財政の健全化のために、まず職員数をきちんと制約

してきたと。抑えるところは抑えてきたと。結果的には削減になったんじゃない

かなと思っているんですけれども。 

 そして、今回の中では、前回の中でも期末手当。職員の期末手当を４％下げる

よと。それで、管理職手当、これを何十％下げるよと。こういうこともやってき
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ました。 

 それで、もう一つは、ふだんでは見受けられない身近なことからやっぱりおま

えら、やっていこうやと。それは、朝の庭の掃除から、それから市庁舎内の。 

 これ、当たり前と言えば当たり前なのをふだん見かけられないんですね。市役

所の職員がトイレの掃除から全部。拭き掃除、掃き掃除。週に１回、毎週水曜日、

全部やっているわけなんです。 

 こういうことも、やはり私は職員への痛みを伴うよと。市民の皆さんには補助

金等々のそういう。 

 それで、あとは、今やっております施設等の使用料の見直し。こういったこと

も痛みを伴うようなものであると、私は認識しております。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） 大体、市長がここの市長インタビューで答えている、こ

の裏にある言葉というのを出していただこうと思ってしたんですけれども、私に

は具体なものがまだもう少し見えないなという気がするんですけれども。 

 ただ、市長、これ、最後に、私、まとめとして、最初の話に戻ります。なぜ伝

わらなかったと思いますか。なぜ理解されなかったと思いますか。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、今回のインタビューについては、私の冒頭でも申し上げ

させていただいたときに、私自身はやっぱり市民の皆さんがために、まず、冒頭

に申し上げましたように、この計画を策定するに当たって、私の思いや考え方を

十分反映したいため、ざっくばらんに意見を言いたいと、ここからスタートした

わけなんですね。その辺のところのいろんな議員の御指摘でもって、ああ、そう

かそうかそうかというような、申し訳ないんですけど、そういう認識もございま

した。 

 ただ、私はこういう中で、もちろんこのインタビューって、このホームページ

に載っておりますけれども、そういう御指摘をいただいたときには、はっきりと

した具体的な、今日、一般質問で出された内容については、訂正なり、もっと付

加していくなりということを、これをやっていきたいと。 

 ただ、もう一つは、今後、やっぱりもっともっと市民の皆さんとの懇談会とい

うのはやっていきたいんですけど、コロナ禍等々ありますので、これが終息した

頃からスタートはしていかなきゃならないなとは思っております。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 
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１３番（濵中佳芳子議員） 本当に自分の意図することがきちっと伝わらないという

ことのもどかしさ、私たちも感じるところが多いです。やはり情報を発すること

も仕事の一つと思ってやっておりますけれども、そんなつもりでは言っていない

けどなと思うことは何度も経験してまいりました。 

 だけど、こういった総合計画をつくるに当たって、市長の考え方というのは、

最初にも申し上げたように、灯台の明かりだと思います。あそこを目指すんだ、

その目指すものの形、そういったものをきちっと示した上で、皆さんにお示しい

ただくということが大事なのかなというふうに思います。 

 例えば、本当に具体的なものも必要になってくると思います。このまちの中に

残されている課題は山ほどありますので。そういったものの中でここをどういう

ふうにしたいのかということをきちっとお伝えすること、それに対する賛否の議

論をしていただきたいと思うんですね。 

 あそこ、どうしましょうかねではなくて、私はこうしたいんですけど、どうで

すかというほうが市民、分かりやすいと思うんですよね。その辺りの表現の方法

であるとか、情報の伝え方の方法、そういったことをきちっと。これ、誤解なん

ですよと言わないで済むような方法を考えていただきたいと思うんですけれども。 

 それで、市長は、さっき私が夢って何ですかって聞いたら、安心安全で住み続

けやすいという話をしました。これをするに当たって、いろんな書き物を読んで

きましたけれども、戦国時代の武将は、誰が一番求心力を持ったかというと、御

飯を食べさせてくれる武将だそうです。経済ですよね。かすみを食っては生きて

いけない。夢を食っては生きていけない。それがきちっと形になるべきであると、

そういったような、書いたものを読みました。 

 市民の夢は、豊かというのは、決してぜいたくなという意味ではないです。か

すみではないもの、きちっと明確なものを食べさせてもらえる、そういった方向

性を示すことが大事なのかなというふうに、そういうふうに感じております。 

 ですので、こういった策定をするに当たって、目指すところが何なのかという

ことが明確になるような、市民が言ったから、こうするんですよではなくて、恐

らく、市長がこういう決断をした、これについてどう思うというものが必要なの

かなというふうに思いますので、こういう発信の仕方、どうかきちっと見直しを

していただいて、この先、市民にもっと分かりやすい情報が伝わるような、そん

な形をお願いしたいと思います。 

 市長、それについて市長の御意見、お願いします。 
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議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 正直に申しまして、いろんな、今回のこの市長インタビューの

要旨について議員から御指摘のあったことについては、まだ舌足らずの面があっ

たという認識は持っております。それで、そういうものについてはきちんと。 

 今でもやっぱりホームページなりなんなり、そういったことで集約しながら、

全部報告はしておりますので、いろんな訂正、あるいは付加するべきもの、そう

いったものについてはどんどんどんどん流していきたいと、このように考えてお

ります。ありがとうございました。 

議長（村田幸隆議員） １３番、濵中議員。 

１３番（濵中佳芳子議員） ありがとうございました。 

 この後、今回は多くの議員さん、一般質問を控えております。総合計画につい

ても何人かが聞かれるようでございますけれども。市民の皆様と一緒につくるか

らには、市民の目指すところがもっと分かりやすいものになるように、そういっ

た考えで、今後の御答弁を期待しております。 

 以上で終わりたいと思います。ありがとうございました。 

議長（村田幸隆議員） ここで、昼食のため、休憩をいたします。再開は午後１時か

らといたします。 

〔休憩 午前１１時２１分〕 

〔再開 午後 ０時５５分〕 

議長（村田幸隆議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、４番、楠裕次議員。 

〔４番（楠裕次議員）登壇〕 

４番（楠裕次議員） それでは、午後一番で一般質問させていただきます。 

 最近の朝の天気予報で尾鷲の風景が映し出されると、画面の左側にランドマー

クになっていた火力発電所の煙突が今はなくなっています。 

 半世紀にわたり尾鷲の経済を支えてきた事業所が幕を閉じて、何かしらの寂し

さを感じると思うところでございます。これがグラウンド・ゼロかとも思います。 

 でも、ここから新たなスタートで、時間がかかっても、市民とともにまちを盛

り上げるチャンスじゃないかと思っております。 

 それでは、通告に従い、一般質問をさせていただきます。 

 項目１は、行政・財政等についてです。 

 この項目は、報道などで、市民の方からどうなっているのかとの疑問に答える
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ことを第一にしています。まずはコロナ禍で税収が厳しくなる新年度の取組にお

いて、各部門にどのような予算編成方針を指示したのか、お答えください。 

 次に、１２月１日の記者会見で、２０２４年までの５か年の財政計画など、山

積している課題に対して見通しが立ったと言われていますが、具体的にどのよう

に見通しが立ったのか、また、大丈夫かと問われています。その点を明確にお答

えください。 

 ３点目、第７次尾鷲市総合計画の検討に当たり、特にその資料４、市長インタ

ビューで、濵中議員の質問と重複しますが、何点か詳細に質問させていただきま

す。 

 まず、地域医療の体制の中で、財源の問題から縮小を勧められたという冒頭に

ありますけど、誰からどのように勧められているのか、御回答をお願いします。 

 次に、「財政の健全化」、令和元年の予算では４,０００万円しかなかったと。

市長としての発言はいかがなものかなと。逆に言えば、正直に言ったまでなんだ

というふうに思っておりますが、どうでしょうか。 

 もう一点、様々な面で経費の削減を行ってきたが、市民には浸透していないと

のことである。何が市民に対して足りていないのか、この辺の御回答をお願いし

ます。 

 次に、「計画を策定する際に重視する点」で、ＰＤＣＡサイクルを活用して行

うのは市長も発言しております。また、表明もしておりますけど、資料では相変

わらず、ＰＤＳとなっております。 

 第６期の総合計画では、確かに、前期の部分ではＰＤＳ、後期の見直しでＰＤ

ＣＡとなっておりますけど、また元に戻ってしまうのかと。この辺について、何

ゆえこのようになっているのか確認します。 

 もう一歩、第６次より一歩進んだ総合計画にするとは何を踏み込んだものか、

どのように考えているのか、御回答お願いします。 

 次に、「国土強靭化地域計画について」、道路網の整備については、私も特に

大切だと思っております。現状、まちの中でも狭隘道路がたくさんありますので。 

 しかし、市長は、災害のときには車で逃げることをと思っているのかどうか、

その辺をちょっと確認したいと思います。 

 また、「あのガタガタで狭い道」はどこを指しているのか。確かに、がたがた

の道はたくさんありますけど、特にどういう場所を指しているのかお答えくださ

い。 
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 次に、ＳＤＧｓの新しい動きについて、総合計画に位置づけることは当然のこ

とでありますが、現在、市の行動計画として合致するものを示すことができます

か。先ほど何点か、３点ほどお話をされましたけど。 

 このことについては、既にもう各市町村あるいは企業においては、アワードを

表彰してもらっている行政体がたくさん増えてきております。今すぐにでも取り

組む必要があるんじゃないかと思うところで、今合致するものがあれば、教えて

いただきたいと思います。 

 次に、４点目、広報おわせの情報提供の在り方ですが、１１月号に尾鷲市の財

政状況について広く市民に知らしめることは、とても重要なこととは承知してお

ります。また、やらなければいけないというふうに思っております。ただ、多く

の市民は表だけ見ても難しく、分からないとの声を聞きます。これについても、

どういう考え方があるのか教えてください。 

 次に、「幼児教育のあり方について考える」について、何ゆえこども園が幼児

教育の在り方なのか。この広報の仕方は、こども園設置を目的にするための誘導

をしているとしか思えません。これについてもお答えをお願いします。 

 ２項目め、医療機器リニアックの導入について。 

 リニアック導入については、さきの第３回定例市議会において、債務負担行為

として賛成多数で可決されております。これは予算を組む前の事務手続であるこ

とを市民の皆さんも理解していただければと思います。 

 この手続を基に機器のプロポーザルを行ったと先日説明がありましたが、医療

機器は日進月歩しており、数年先には新たな医療技術の導入により、リニアック

は無用の長物となりかねません。 

 また、定例会や委員会において、営業努力で患者を集めると発言していますが、

いまだに市内の患者数も把握できていないのに、収益性が確保できるのか甚だ疑

問であります。いま一度、リニアックの導入の見直しを考えませんか。 

 次に、改革プランの再見直しについて、どこに重点を置こうとしているのか。 

 コロナ禍で患者数が激減して、収益が上がるのは当面厳しいのであると理解し

ております。であるならば、予防行為を前面に出すのか、治療にシフトするのか、

改めて経営方針の考え方を示してください。 

 ３項目め、９月にも質問しておりますけど、核ごみの持込みの取組について。 

 尾鷲市独自の核ごみ持込禁止条例の制定の考え方はないのか。 

 寿都町では、核抜き条例、いわゆる持込禁止条例を議員提案で１２月の定例会
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に上げるという報道がされております。ほかにも３市町が条例制定に動き出して

いるという情報もいただいております。 

 尾鷲市は非核三原則を表明しているのであるから、当該核ごみの持込条例を制

定しても何の問題ないと思います。非核三原則は、核戦争の反対を込めているわ

けなんですけど、核ごみについては、やはり住民の生命、安全安心を守るために

条例制定を考えてはいかがかということを踏まえて、尾鷲市の将来をどう考えて

いるのか、市長の考え方をお聞きします。 

 以上、壇上からの質問といたします。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） それでは、楠議員の御質問に対して、お答え申し上げたいと思

います。 

 まず第一に、コロナ禍で税収が厳しくなる中で、新年度の取組についてどう考

えているのかということにつきまして。 

 この税収が厳しくなるということにつきましては、まず、地方交付税の制度と

して、地方税の減収額の７５％が普通交付税で補塡されますので、計算上は実質

減収額が２５％となるということが１点、認識しております。 

 また、今回のコロナ禍における国の制度として、中小事業者等が所有する償却

資産及び事業用家屋にかかる固定資産税及び都市計画税の軽減措置が設けられて

おり、この措置による減収額については、全額が新型コロナウイルス感染症対策

地方税減収補塡特別交付金として国費で補塡される予定であります。 

 しかしながら、これら国の制度によって減収額全てが補塡されるものではあり

ませんので、本市においては、本年２月に策定しました財政健全化計画に従い、

歳入の確保及び歳出のさらなる削減について継続的に取り組み、何とかこの難局

を乗り切っていく必要があると考えているところでございます。 

 そういう考え方の下に、それぞれの部門に対して、令和３年度の当初予算を策

定するに当たって、まず、その辺のことを切り口としながら、まだまだ厳しい財

政状況の中で、きちんとした精査をするように指示を出しております。 

 次に、さきの定例記者会見において、令和６年度までの見通しはついた旨の私

の発言についてであります。 

 その中での今後の財政見通しについてでありますが、前回定例会の行政常任委

員会において、財政健全化計画の取組状況について御報告させていただきました。
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そして、令和６年度までの収支見通しについて、昨年度決算及び本年度当初予算

の編成状況を踏まえて、改めてお示しさせていただきました。その結果、各年度

とも、昨年１２月にお示しした推計値から一定の収支改善が見られます。これは

議員の皆さんに御報告したとおりでございます。 

 しかし、今後想定される広域ごみ処理施設や、おわせＳＥＡモデル等の事業費

が未確定であることなどから、収支改善目標については前回同様、各年度１億円

とし、財政健全化計画に掲げた取組を着実に進めていくことが必要と判断したと

ころでございます。現状においてもその判断は変わっておりません。 

 私の令和６年度までの見通しはついたとの発言は、市政報告でも申し述べまし

たように、現在、ふるさと納税が堅調に推移していること、また、職員数の減少

等により、本年度の人件費が減額となっている状況等を踏まえたものであります。 

 一方、先ほど申し上げましたように、財政見通しで見込んでいない一般財源を

必要とする各種事業が控えていることから、今後も予断を許さない状況が続くと

認識しているところであります。 

 したがいまして、財政運営については、今後も気を緩めることなく取り組んで

まいりたいと考えております。 

 次に、第７次の総合計画の市長インタビューについてでございます。 

 まず、さきの濵中議員の質問に対しまして申し上げましたように、第７次の総

合計画策定に当たっては、市民の皆様と行政が一体となってまちづくりを進めて

いくために、市民の皆様の声を聴くことはもちろんのこと、策定過程の見える化、

これを図るため、各種資料をはじめ審議会の内容につきましても、全てホームペ

ージで公開させていただいております。 

 その中で、私のインタビューにつきましては、私自ら計画策定に当たって、私

の思いや考え方を計画に十分反映したいため、ざっくばらんに意見を言いたいと

いうことから、本年８月、市長室において、質問に沿う形で１時間半程度、実施

させていただいた次第でございます。 

 ホームページに掲げてあるインタビュー要旨につきましては、私の思いが市民

の皆様へ十分伝わり切れていない、または誤解を生んでしまう結果となることは、

私としましては本意ではございませんので、議員の御質問に沿ってお答えさせて

いただきたい、このように考えております。 

 次に、広報おわせの情報の在り方、まず先にそちらのほうの御回答を申し上げ

ます。 
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 広報おわせの情報の在り方についてであります。 

 広報おわせの編集及び作成に際しましては、私が市長を就任以来、全庁的に参

加すべきと提案し、現在、副市長や関係各課が参加して、広報編集会議を行い、

特集記事の内容やページ構成などについて意見を交わしながら決定しております。 

 また、記事の作成に際しては、市民の皆様にとって読みやすく伝わりやすいよ

う、そういう紙面となるよう、グラフやフローチャート、写真、イラスト等を用

いて作成しております。市民の皆様からも分かりやすくなったねというお声を頂

戴しております。 

 今後も、議員御指摘のとおり、様々な工夫を重ねながら、より分かりやすい広

報おわせを目指してまいります。 

 また、認定こども園の設置につきましては、これまでも申し上げたとおり、市

民の方々に広く周知し、御理解いただくことが大切であると考えております。 

 このことから、広報おわせ１１月号から「幼児教育のあり方について考える」

と題し、認定こども園の説明を中心に連載を始めておりますが、これまでは認定

こども園の一般的な概要の説明を行ってまいりました。 

 今後につきましては、市民の方から寄せられた御質問への回答、あるいは他市

町の認定こども園の状況など、広報紙を通じてより分かりやすく丁寧に説明を心

がけ、周知を図ってまいりたいと、このように考えております。 

 次に、リニアックの導入の更新についてでございます。 

 リニアックの更新につきましては、前回定例会に２号補正として債務負担行為

限度額の計上を行った際に、行政常任委員会でも議論になりましたが、リニアッ

クの更新事業は、患者需要の見込みから病院経営に影響はなく、収支として採算

が取れるとの判断から、更新を行うものであります。 

 なお、一時借入金の残額に関しましては、当初予算では年度当初の３億５,０

００万円から、年度末に２億５,０００万円と改善の予算を計上し、今回の３号

補正におきましても、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、２億５,

０００万円のまま計上しております。 

 今後も一時借入金の解消のため、経営努力は引き続き取り組んでまいります。 

 そのリニアックに関しまして、議員のほうから光免疫療法、こういうお話もあ

ったかと思います。 

 まず、この光免疫療法につきましては、現在のがん治療におきまして、手術、

抗がん剤による化学療法、放射線治療の３本柱に加え、ノーベル賞を受賞されま
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した本庶佑先生の発見による免疫チェックポイント阻害薬による免疫療法を第４

の治療と言われるように、がんの治療も日進月歩、進化しております。 

 議員のおっしゃる光免疫療法も、これまでの治療方法と違うアプローチで、よ

うやく日本でも、短期の条件付の承認ではありますが、頭頸部、ここから上です

よね、頭頸部の再発等の限定的な治療のみ適用されるようになりました。 

 今後期待できる治療方法ではありますが、知見等の状況から全てのがん治療に

適用できるまではかなりの年数を要すると見込まれるため、それまで高齢化する

がん患者には、まだまだ放射線治療が必要と考えており、リニアックの更新を進

めているところでございます。 

 次に、この改革プランの見直しと、それから市民への浸透というようなお話で

あったかと思いますんですけれども。そうですね。 

４番（楠裕次議員） そういう話じゃない。議員参考の先ほどの答弁。 

市長（加藤千速君） 数字の話でよかった。 

（「数字の話です」と呼ぶ者あり） 

市長（加藤千速君） まず、改革プランの再見直しということで。 

 まず、そのときに、要するに予防治療に努めるべきじゃないか、その辺を優先

すべきだというようなお話だったかと思います。 

 本件につきましては、確かに、予防治療、これは非常に重要な、予防法は非常

に重要な、予防医療は今後の医療にとっても重要な位置づけとなると私は考えて

おりまして、一方では、国保の医療費の抑制のためにも、健康診断等の受診数、

これを高めていかなければならないと考えております。 

 医療現場からもその必要は認識しており、先月１９日に開催いたしました尾鷲

総合病院運営懇話会においても、小藪委員長のほうから特定健診の受診者を増加

させたいので、各分野の代表の方に周知をお願いしたい旨、発言をしてもらいま

した。 

 しかしながら、予防医療だけでなく、治療が置き去りになってはいけないこと

は、議員も御承知のとおりだと思います。尾鷲総合病院は、この地域では欠かす

ことのできない医療機関であるため、できる限りの治療が尾鷲総合病院で行える

よう、また、がん治療で遠方まで行かなくても精神的、肉体的、経済的に軽減で

きるよう、リニアックの更新を進めてまいります。 

 次が改革プランの再見直しということでございますんですけれども、まず、こ

れにつきましては、令和元年度末に方向、新改革プランの見直しを行いました。
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そして、令和２年度からスタートしたわけでございますけれども、今は現状の令

和７年までの、２０２５年までの改革プランをつくっているわけなんですけれど

も、正直申しまして、令和２年の当初からコロナウイルスが発生して、終息する

という兆しはまだ見えておりません。 

 そういった中で、令和３年度以降の新改革プラン、この改革プランがうまく、

要するに、最終的には改革プランというのは数字の話ですので、これがいけるの

かということについても現在検討しております。 

 ただ見えないんですよね。見えないですから、どこまで、過ぎた頃にどれくら

いの、要するに回復があるかということもまだ見えておりませんので、これにつ

いてはただ、今後もやっぱり改革プランの見直しが必要であるなということを私

自身は思っております。 

 次に、核ごみ施設、いわゆる高レベル放射性廃棄物についてでございますが、

まず、国が進める原子力発電所から出る高レベル放射線廃棄物の最終処分場選定

につきましては、もう皆さん、既に御承知のとおり、北海道の寿都町、神恵内村

が選定の第１段階となる文献調査に進んだことは、私も報道などで存じ上げてお

ります。 

 議員がおっしゃる市独自の核ごみ持込禁止条例の制定の考えはどうかとの質問

につきましては、放射性廃棄物を持ち込ませない条例は、それぞれの地域におい

て、様々な議論を経て制定されたものと思いますので、本市におきましては、ま

だその状況下にはないと思っております。前回の定例会において、議員からの御

質問への回答と変わりはございません。 

 次に、元に戻りまして、市長インタビューの中の財政健全化のお話でございま

すね、まず。財政健全化の話につきましては、これも濵中議員の御質問に対して

重複すると思いますんですけれども、御回答申し上げたいと思っております。 

 財政の健全化につきましては、私が市長に就任した以降、この３年間で様々な

取組を継続して行ってまいりました。取組の中には職員数の削減や、期末手当、

管理職手当などのカット、市役所庁舎の清掃業務の自前化、あるいは各種団体へ

の補助金の見直しなど、市役所自ら、また、市民の皆様にも痛みを伴う改革を実

施してきたところであります。行政サービスを安定的かつ継続して実施していく

ためには、時には踏み込んだ改革を実施し、財政の健全化を図ることがまず必要

であると考えております。 

 一方で、市民の方からは本市の財政状況がどうなっているのか分かりにくいで
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あるとか、職員数の削減を求める声が少なからずあることから、本市がこれまで

行ってきた取組がなかなか伝わっていないのではないかと感じることもあります

ので、市政と市民の皆様との間で、財政に関する情報や財政健全化の取組を共有

することが重要であると考えております。 

 こういったことから、今年度の広報１１月号にも本市の財政状況について特集

記事を掲載させていただきましたが、市民の皆様により一層、御理解、御協力を

いただけるよう、引き続き大変丁寧な説明を行ってまいりたいと思っております。 

 もう一つ、令和元年度でございますかね、当初予算を組んだ後の財政調整基金

が４,０００万円でしたか、その金額ぐらいしか残っていないと。 

 議員おっしゃるように、事実ですから、そこまで述べなきゃならないのかどう

かということについて。 

 しかし、この状況になっているということは、私は危機的な状況にあるという

ことを、数字で市民の皆様にお知らせしたという認識でございます。 

 私のメモした中身で……。 

議長（村田幸隆議員） 市長、このインタビューの中で、国土強靱化、がたがたの道

ってどこを指しているのか、それから車で抜けること、それからＳＤＧｓのこと、

この辺。 

市長（加藤千速君） 国土強靱化というのは、申し上げておりますように、じゃ、そ

の前に国土強靱化という言葉だけ聞いてしまえば、分かるようで分からないよう

に思いますが、簡単に言ってしまえば、最近では東日本大震災、少し遡りますと

阪神淡路大震災、そして、近年では、毎年のように全国各地で大規模自然災害が

頻発し、多くの犠牲者や避難者が発生している。これは事実でございます。 

 そうした状況が発生してから動くのであれば、災害応急対策に不可欠な行政機

能が麻痺し、また、市民生活にも大きな混乱を生じさせてしまうので、地域に合

った脆弱性を調査、評価し、そして、そうならないための、また、軽減させるが

ための必要な施策を計画的にやっていきましょう。その計画を国、県だけでなく、

住民に最も近い市町村でもつくってくださいということでございます。 

 具体的に策定していくのはこれからになるわけですが、私も旧尾鷲町の端から

端までよく自転車で回っているんですけれども、まず、先ほどの濵中議員の御質

問にございましたように、国土強靱化のやっぱり基本的なあれは、まず何をやら

さんならん。 

 道路整備、これは必要なことだと思いました。その中で、命の道という名前す
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らつけてあるわけなんです。私は一番重要な話だと思います。その中で、道路事

情が悪いということを指摘したわけでございます。 

 ただ、申し上げますと、要するに、尾鷲市では、片田教授が申し上げています

ように、津波が来たら逃げるが勝ちというの。これは歩いて、徒歩で。徒歩で、

要するに逃げましょうということをおっしゃっていただいております。 

 そういった中で、基本的にはそうですけれども、現実問題としまして、東日本

大震災が起きて、東北地方で、東北の各地で、あの車の渋滞を見たときに、もし

これが尾鷲であったらどんな状況であろうと。最低限、やはり道路の整備はしな

きゃならないんじゃないかなと。 

 当然、国の持分、県の持分、市の持分、いろいろあろうかと思います。しかし、

少なくともやっぱりその部分については認識しながら、この国土強靱化計画に基

づくいろんな補助金、交付金というものを我々としては認識しながら、どういう

形で。 

 まず、がたがたって申し上げていますが、本当にがたがただと思います。どこ

を通っても。私は自転車で行っていますので、がたがたがたがたがある。そうい

うことでもって、道路整備ということもまずやっていかなきゃならないというこ

とで、具体的に申し上げた次第でございます。 

 そして、事業の進め方ということについて、私はＰＤＣＡという言葉を使って

います。ＰＤＳとも。これ、同じことなんですね。 

 それで、要するに、事を起こすためには、まず、プランニングする。プランを

立て、そして、Ｄｏ、行動を起こすと。それがいいのかどうかということを、Ｃ、

チェックすると。ここで評価するわけです。評価した結果を、Ａ、アクション、

またこれを見直していきながら進めていって、これの計画をサイクルごとに、要

するに、事業を展開する際の一つの手法としての見直しということは、やはりこ

れは手法としては一番いいものであると私は認識しておりますので、ＰＤＣＡサ

イクル手法を使って、事業のそういうチェックといいますか、そういったことを

やろうということで奨励しているわけでございます。 

 以上で……。以上でしたか。 

議長（村田幸隆議員） はい、そうですね。 

市長（加藤千速君） 以上で、私からの壇上からの回答とさせていただきます。 

議長（村田幸隆議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） ちょっと数が多いものですから、長々と回答をいただいたんで
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すけど。 

 まず、財政の面なんですけど、基本的には、一応、当面は、コロナ禍の中で、

国からのいろんな交付は出るだろうということは、二、三日前にも報道でも。改

めて、また地方には、コロナ禍で収入が落ちた場合には、補塡していこうという

報道もされております。それはあくまでもコロナ禍であって、通常……。 

 前回のコロナ禍で、学校、施設のほうにエアコンをつけたりしていますけど、

もともと、あれ、市の努力でやらなきゃいけないことがコロナという冠がついた

もんだから、これ幸いと基本的な整備ができたと。 

 仮にこれがなかったら、相当、時間をかけてやらなきゃいけないし、財政上も

厳しい、ほかのこともやらなきゃいけないということを考えたときに、あの５億

円近いお金が今ないものとして考えたときには、相当、事業を考えなきゃいけな

いということなんですよね。 

 実質、まだ、この前の財政課のお話ですと、毎回、令和６年度ぐらいまでは１

億円の収支の改善、図らなきゃいけないということも言っておるわけですから、

今回の市長が言われている、いろんなものに見通しが立ったということは、財政

課のこの時点では、一般財源の関係は未定ですから、見通しはまだ立たないんで

すよね。 

 その辺を皆さん、新聞を見られた方は、ああ、もう大丈夫なんだと、安心して

いるんですよ。だから、そういうところをもう少し詳しく、分かりやすく、この

記者会見の中で報道してもらわないと。見通しが立っているわけじゃないんです

よね。見通しが厳しい、そういうところを踏まえて。 

 もともと市民の方も、財政で厳しいというのはみんな理解してくれています。

税収も少ないし、いろんな面で厳しいというのは分かっているんだけど、もう少

し、この辺からこれから改善しなきゃいけないことがあるんだということも考え

た上で、発言してほしいなというふうに思います。 

 だから、補助金頼みというのは、これはしようがないですよね。３割自治です

から。これはやむを得ないとは思うんですけど、やはり各部門にもこれからの、

国からの追加の交付金が出るということを当てにするんじゃなくて、改めて、今

ある事業は重点的に何をやらなきゃいけないのかというところをしっかり見せて

ほしいなというふうに思うんですけど、その辺、ちょっとお答えいただけますか。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 確かに、我々、事業を展開していく上において、国からの有利
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な交付金をうまく活用しながら進めていくというのは当然のことでありますけれ

ども、それだけに頼るわけじゃなしに、要するに、市独自の事業でもって。 

 要するに、財政の健全化というのは、どれだけに歳入を増やしながら、どれだ

け歳出を下げていくかというようなことでもって、財政調整基金というものをあ

る程度の一定額、ある程度の額にやっぱりやっていかなきゃならないと思ってい

るわけなんですけれども。 

 今回の発言につきましては、先ほども申し上げましたように、当初、一応、財

政見通しを立てさせていただきました。その額として、毎年１億円ずつ削減して

いかなきゃならない。あるいは、歳入であれば、増加していかなきゃならない。

歳入歳出にどうやって効果的にそれを、この１億円を導き出すのかということに

ついて検討してまいりまして、そして、この９月に、当初予算を含めて、それか

ら決算を含めた形の中で、再度、財政見通しを。いろいろ今までやってきた等々

も含めまして。要は、最終的には、歳入歳出の見直しを全部やらせていただきま

した。 

 だから、結果的に、財政収支見通しとしましては、一応、令和元年の１２月の

時点よりも令和２年の９月の時点で、ある程度、改善がされるという認識を持っ

たわけなんです。 

 その中で、しかし、先ほど申しましたように、いろんな財政、今後の事業につ

いては、一般財源から拠出する分については見通しがまだ立っていないので、そ

の分もある程度踏まえながら、毎年毎年、１億円を削減していこうと。令和６年

度までの話。結果的には、令和３年から令和６年ですから、議員の皆様にお示し

していただいたように、令和３年から１億円ずつ、４億円の、要するに、削減と

いうことについて。 

 今お答え申し上げましたように、このふるさと納税について、かなり我々とし

ては、この事業に対して徹底的な洗い出しをしながら、可能性をどんどんどんど

ん追っていきながら、昨年に比べて広いやっぱり販売チャネル、あるいはお客様、

商品開発等々、全部行いながら、やっと日の目が出たのかというような状況でご

ざいまして、１１月に御報告をさせていただきましたように、１１月末現在で、

要するに、２億を超えていると。前年の約２００％ぐらいをもう１１月で完成し

た。 

 当初の見通し、今現在ですと、これはちょっと蛇足になるんですけれども、昨

日までの数字で、もう２億６,０００万円。要するに、２億６,０００万円をオー
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バーします。２億５,０００万円における１億円の補正予算、これ、私、言って

おきますけれども、さらにまた臨時議会を開いていただいて、補正予算を組ませ

ていただきたいと思っておりますんですけれども。 

 そういう見通しの中で、要は、歳入の増についても、やはりこのままずーっと

全て維持、継続できるかということについてはまだ未知数のところもありますん

ですけれども、ある程度の数字を読んだときに、それだけでもある程度の税収と

いうものが増えると。それで、先ほど申しましたように、人件費等々も含めまし

て、ある程度、シビアな形に持っていきました。 

 そういうことを含めて、この現状の財政見通しの中の４億円の改善というもの

に対して、ほぼある程度、方向性が出てきたなということで見通しがついたとい

う、そういうふうにして申し上げた次第でございます。 

議長（村田幸隆議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） いろいろ努力されて、ふるさと納税も増えて、１億円という努

力目標も何とかいけそうとはいえど、実際に、基金積立てそのものも少ない中で、

行ってこいするようなお金があるからじゃなくて、やはり基金にも余裕を持たせ

て、これからの将来を考えなきゃいけないということもありますので。 

 いずれにしても、広域ごみ施設にしても、循環型の施設をそろえないと、満額

の補助対象にはならないということ。それから、ＳＥＡモデルでも、スポーツ施

設はどういうところに。総合計画でも落とし込むのか分からないですけど、スポ

ーツ施設を造るのはいいんだけど、市として何を目指すのかも明確になっていな

いで、移転しなきゃいけないとなったら、そこにスポーツ施設とか、そういうこ

ともありますので、もう少しあるべき姿を市民に提示してから、ああやるんだ、

こうやるんだというところを具体的に説明したほうがいいんじゃないかなと思う。

唐突に、先に具体、話が出るから、何をやっているんだということになりますの

でね。 

 時間の都合で、市長のインタビューのところもしっかりやりたかったんですけ

ど。ここについては、市長が先ほど濵中議員のときに、そういうところを発言し

ていないとか、いろいろざっくばらんに話をしたということがあるんですけど。 

 確かに、これを市長は細かいところまで見るというのはなかなかできないとい

うのは分かっていますけど、インタビューをした以上は、やはりその文書の中身

をしっかり確認してやらないと、市民の皆さんも、ええ、そうなんだ、ええとい

うような声が意外に聞かれるんですよ。 
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 強靱化計画についてはいろんな面で計画を立てておかないと、国からのとか、

県からの予算も出ないですから大変ですけれども、このがたがたの道なんて言わ

なくても、そこらじゅうがたがたですよね。市長が出資されている九鬼のあのメ

インの通りも、正直言って、がたがたどころじゃないですよね。下手すると、陥

没するんじゃないかというような舗装の状況で、これから工事、やるんですかね。

いろいろマーキングしてありましたから。 

 そういう場所だけじゃなくて、幅員もがたがた、舗装もがたがた。そういうと

ころは、本来だったら、自主的に……。加藤市長を責めるわけじゃないですよ。

計画的に物事をしっかりやっていかないから、こういうことになるというのをひ

とつ頭の中に入れておいてほしいなというふうに思います。 

 いずれにしても、この市長のインタビューというのは、この後なんですかね。

市長はそんなに細かく見なくてもいいんだけど……。これ、市長の責任って、私

は思わないんですよ。これ、仕組みが悪いから、こういう形になっちゃうんです

ね。検討する仕組みが。 

 これを市民に示すのじゃなくて、市はこういうふうに考えているということを

言うことだけでいいんですよ。足元の細かいところをあんまり細かく言い過ぎる

と、そんなの、今さら言わなくたって、何十年も分かっているわと言う市民がた

くさんいるんですよね。 

 ですから、気持ち的には市長の内容も分かるんだけど、このインタビューの要

旨そのものは、内部でもう少し精査した上で、しっかりと市民に理解できるよう

な公表の仕方を考えてほしいなというふうには思います。 

 いずれにしても、市民に不安を与えるような表現とか、そういうものは避けて、

こういう課題がたくさんありますよということで、その策定委員会なりのメンバ

ーの方に理解してもらって、ワーキングなりやってもらうということが必要では

ないかと思うので、ぜひその辺、もう一度見直しをして、進めてほしいなと。コ

ンサルも有名な会社のようなので、しっかりと指示して、コンサルに負けないよ

うな作業をしてほしいなというふうに思います。 

 これは、最初の１項目めは、これだけにしておきます。 

 次に、リニアックについてなんですけど、リニアックについては、基本的にい

ろんな面で、今治療されている方はいるんですけど、これはもう６月議会からい

ろいろ事務長からも、質問しても、実際、何人、尾鷲市で治療しているのかも。

いまだに分からないのかどうか、どうですか。その辺、もうチェックされました
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ですかね。そこだけ確認します。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） リニアックにつきましては、前回、債務負担行為の提案をさせ

ていただきまして、ありがとうございますと思っております。 

 今、正直言って、がんの治療というのは何があるのかというような話の中で、

先ほど楠議員がおっしゃった本庶先生の光免疫療法等々がありますんですけれど

も、これについても、本当にこれが、要するに、普及するのはいつ頃になるかと

いうのは、さっぱり見当がついておりません。ただ、頭頚部の上の部分だけは何

とかうまく使えるかなというような話。正直申しまして、リニアックが２０年先、

３０年先、４０年先、これも通用するのかということは私、分かりません。 

 ただ、今、そこにリニアックの治療が必要な方が、我々の計算するときには、

大体１日１１名ぐらいの方はいらっしゃるということを申し上げました。その

方々のために、やはり尾鷲市の病院で、そういう治療を受けられる体制というの

は絶対必要だと思います。 

 と同時に、一方では、尾鷲市、この総合病院の、やっぱり尾鷲総合病院で治療

をしてもらってよかったって思えるような、そういう病院でなくてはならないと

私は思っています。だから、尾鷲市、ニアイコール尾鷲総合病院ということを常

に申し上げております。 

 そのためにも私は新しいこういう治療機器、あるいは予防機器のこういった更

新は、やはり今後、順次やっていくべきだと思っておりますので、その優先課題

として、リニアックを上げさせていただいたというところでございます。 

議長（村田幸隆議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 今、１日１１人と言いましたけど、１１人はこの前の計算上の、

統計上の話であって、実際に何人の方が放射線治療を受けているのか、その辺が

見えないで、細かい設備も入れて、今、この厳しい中で、収入がない中で、病院

として３億６,０００万もかけてやるのか。 

 というのは、頭頸部のがんについては、確かにもう厚生省の承認は取れていま

す。取れているけど、どこの病院でやるのか、まだ多少課題があるわけですけど。

その他の部位についても、基本的に、近赤外線の免疫療法は、二、三年には、世

界中で今研究していますから、ほとんど対応できるようになってくるだろうと。 

 となると、前回のリニアックの収益の計算の中で、６年後にはペイができると

いった頃には、もう免疫療法、１日の治療で終わるんですよね。リニアックは２
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０日とか、２５日か。それ、１回しかできませんけど。 

 基本的に、外科手術とか、放射線治療、化学療法が三つありますけど、外科手

術は当然、体の負担が大きい。放射線治療と化学治療法は副作用があるという現

状で、近赤外線の免疫療法、あるいは、今、山中先生がやっているｉＰＳ細胞の

活用。これ、もう治験に入りそうですけど。 

 そういう意味では、いいですか。尾鷲市の総合病院って、確かに、地元で治療

してもらうのは一番いいと、私もそれは間違いないと思うんですけど、ただ、２

０日とか２５日もかけて放射線治療をするんだったら、１日で治療ができる光免

疫療法のほうに行きますよね。それは静岡のがんセンターでやるのか、名古屋で

やるのか、築地のがんセンターでやるのか分かりませんけど。 

 だから、そういうことを考えたときに、そういうのができたときには、わざわ

ざ２０日もかかるんだったら、２泊３日ぐらいで、名古屋とか静岡とか、今、千

葉にもがんセンターありますけど、そういう場所に行って、１日で治して、２日

ぐらい療養して帰ってくるというほうが楽だと思うんですよ。そういうことを考

えたときに、先ほど言った治療なのか、予防なのかというところに出てくるんで

すよ。 

 今、ＣＴもＭＲＩも、来年のときには、６,０００万、９,０００万かけて更新

していくということなんでしたけど、今のＣＴは以前のＭＲＩと同じで、３次元

で撮れる、いわゆる１６断面じゃなくて、立体的に見れるということがもう事実、

あるわけですよ。 

 それであれば、先にそういう予防の機器を投入して、それで、その症状によっ

ては、市外のほうの病院に行ってもらうとかということも考えた上で、その中で、

やっぱりリニアックも必要だねというところを考えたらどうなんでしょうかね。 

 いずれにしても、お医者さんとかスタッフの教育はまだ少し残っているようで

すけど、リニアックを６年稼働してペイできる前に、光免疫療法はある程度のも

のが通用してくるということを考えたときに、もう一度、リニアックに固執しな

いで、経営状況を考えて見直しをしたらいかがでしょうかね。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、楠議員がおっしゃっています光免疫療法なんですね。本

当に２年、３年後に普及できるのかどうかということについては分かりません、

私は。 

 ただ、いろんな先生方とリニアックについての、どうやって、今後、リニアッ
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クを活用していきながら、がん治療を普及させて、がんを撲滅するかというよう

な話の中で、いろんなリニアックを利用してというような、そういう話について

は、今、これから動こうとしております。 

 三重大の医学部の教授、今後、済生会、あるいは松阪中央病院云々等々のそう

いったところに、要するに南紀州の範囲で、やはりリニアックを使って、がん治

療をやろうというような、そういう作戦を今考えております。 

 ＭＲＩ、ＣＴスキャン、これも要するに予防医療として必要なことは十分、先

ほど申しましたように、認識しております。 

 今の予定ですと、令和３年度中、もしかしたら４年にかかるか分からないけれ

ども、リニアックをきちんと稼働させ、更新させていきながら、４年度中にＭＲ

Ｉ、５年度中にＣＴスキャンという、今の改革プランの中にあるわけなんですけ

れども、正直申しまして、そのスケジュールでずーっとやっていきながら、まず、

リニアックを第一優先にしたいということで。 

 今、そういう需要の方々がたくさんいらっしゃる中で、早く私はリニアックを

更新させていきながら、その人たちが少しでも楽になるような、要するに遠いと

ころへ行ったり、経済的なそういう話も含めて、そういう方々にきちんとしたこ

とをやっていきたいと、このように考えていて、リニアックの導入、更新の決定

をした次第でございます。 

議長（村田幸隆議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） では、話が戻りますけど、先ほど、多くの患者と言いましたけ

ど、実際に、９月の説明のときの１日当たり１０.５人ですか、話も出ましたけ

ど、統計上、今、現実に、リニアックで治療している方は何人いるんですか。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） リニアックといいますが、がん治療をされてい

る県内の患者さんの動向につきましては、９月議会の行政常任委員会のときに濵

中議員さんのほうから、すみません、松阪市民病院の統計資料だったと思うんで

すけれども、提示を受けまして。実は、そういう資料であれば、尾鷲総合病院に

も同様の、がん治療に対するその統計資料があるという御説明をさせていただき

ました。 

 ただ、全県的な、その統計資料が、県下の病院長会議で、コロナ禍の関係で、

それを公表するということが遅れていて、全ての統計数値が把握できないという

ことも御説明させていただいたと思います。 
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 なおかつ、今回、尾鷲総合病院のほうがリニアックを更新する際での収支の見

方に関しましては、これも申し訳ないです。９月に、がん統計的なものから、１

０.８人が採算ベースで患者として受け入れられるのではないかということも御

説明したということで、御了解ください。 

議長（村田幸隆議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 統計的な話ではなくて。それはこれから営業努力をすると市長

が言った話ですよね。 

 いや、今、だから、尾鷲市の方で何人、リニアックの治療を受けているんです

か。当然ないですから、どこかへ出かけているとは思うんですけど。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） ですから、尾鷲総合病院から、仮に他の市町の

病院に、がんの治療のために行ったとします。そうすると、その方の統計的な数

値というのは治療をしていただく病院側で統計として入りますので、その方たち

は尾鷲総合病院側の資料には算入されませんので、先ほど申し上げた全県下的に

数値が出たときに、県下でこれだけのがん治療されている患者さんがおるという

ところからの見込みが立たないということで。 

 なおかつ、リニアックの更新の収支につきましては、先ほども申し上げました

が、がん統計のほうから、病院サイドとしましては１０.８人ということで、再

三、御説明している次第でございます。 

議長（村田幸隆議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 統計の話はもう何回も聞いて、分かるんですよ。 

 松阪病院だかどこだか、赤十字だか、行っているのは分かりませんけど、尾鷲

市で行っている方はいるわけでしょう。いるから、要望されているんですよね。

言っていること、分かります。 

 そうしたら、当初の、昔の５人だとか４人が１０.何人になりますと言ってい

るんだけど、実際に何人いるかも把握はしていないのに、経営できるんですか。 

 私は個人情報を聞いているわけじゃないでしょう。何人かかっているのかとい

ったら、健康保険を使っていれば、高額医療をやっていれば、尾鷲市から国保の

関係でも支出しているわけでしょう。その人数ぐらいは、調査できますよね。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） すみません、説明がちょっと不足しているのか

も。 
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 尾鷲市民の方でがんに罹患されたとしても、その方が初期から松阪のほうなり、

伊勢のほうに診察されて、そちらでがん治療のほうを行いますと、まず、尾鷲総

合病院のほうの統計的な数値に入らないということを御説明しております。 

 なので、全県下的な、そういう各病院のがん患者に対する統計資料ができれば、

少なくともこの尾鷲総合病院から見た診療圏人口に対するがん罹患者の数という

のはできるんですが、それが現状できていないということの御説明でございます。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長、今現在、ほかの病院にかかっている方はカウン

トできないということなんですが、そういった方も見込んで、大体このぐらいで

あるということは出ないんですか。 

 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 議会に精度の高い数値としてお見せするに当た

りましては、先ほど来、申し上げています、本来であれば、三重県下の各病院が

その統計資料を作っていると思います。作っているんですが、コロナ禍の影響で、

病院長会議の中で、じゃ、一斉に公開しようという時期が相当ずれ込んでおりま

す。それが全病院的に公開されれば、各病院の全てのがん罹患者の患者さんが把

握できますので、その辺ではもう少しそちらのほうの数字も参考にした、リニア

ック更新に対するものが計算できると思うんですが。 

 ただ、９月の議会のときに病院サイドとして、リニアック更新に係る収支のと

ころでは、収のところ、１０.８人の患者さんの見込みに対しては、間違いなく

統計的なものから、違う統計ですが、全国的なものからこの東紀州圏まで見込ん

だ数字で算出しておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

議長（村田幸隆議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 押し問答しているわけじゃないんだけど、統計的な数字でなく

て、尾鷲市にも患者が何人いるか分からないんだったら、リニアック、今要らな

いですよね、当然。 

 それで、コロナ禍コロナ禍とは言っているけど、コロナ禍は関係ないんですよ。

何でコロナ禍がこのリニアックに関連するんですか。 

 私が言いたいのは、いいですか。尾鷲市の住民票を持っている方で、何人の方

が今治療を受けているんですかって聞いているんですよ。コロナとか、ドクター

の統計なんかどうでもいいですよ。 

議長（村田幸隆議員） 病院事務長。 

尾鷲総合病院事務長（尾上廣宣君） 今、手元に数字がありませんが、尾鷲総合病院



－７０－ 

で、当然、放射線治療装置、リニアックがありませんので、放射線治療装置を利

用した治療ではありませんが、がん患者さんが外科的なオペ、あと、化学療法等

でやっている患者さんのほうについては、把握はしております。ただ、それは尾

鷲総合病院での患者さんのみということでございます。 

議長（村田幸隆議員） ４番、楠議員。 

４番（楠裕次議員） 言っていることが通じない、日本語が通じないので、もうやめ

ます。 

 それで、もう次の項目。もう時間もないんでね。 

 核ごみは、一応、市長は先ほど、今、そういう条例をつくる現状ではないとい

うことは、市民の安全安心を考えないということで理解させていただきます。 

 基本的に、今日の一般質問のまとめと、行政・財政については、もう少し柔軟

にかつ必要に応じて、その運営と情報公開が必要と感じますので、まずその１点

を言っておきます。 

 次に、リニアックについては、もう見直しをしないというよりは、前に進まな

いので。人数も分からない、だからリニアックは要らないということで解釈しま

す。だから、導入することはいかがですかじゃなくて、しないんですねというふ

うに確認しておきます。 

 次に、核ごみについては、細かいところを言ってもしようがないので。市長は

先ほど、そういう状況ではないということで、相談に来てもその状況にはないと

いうことは、相談を受けることもあるということを理解して、条例を考えること

はないということで。どうしても考えるんであれば、条例をつくってありますの

で、取りに来てください。参考にあげますから。 

 いいですか。もうつくってありますからね。規制条例じゃなくて、宣言条例で

すから、非核三原則と同じですよ。持込みのあれはね。相当、だから、皆さんの

これからの行政の力量を聞かれるということになるかと思うんですけど、あと３

３秒で、こういうことをちょっと言っておきます。 

 市長は行政運営は間違えてはいけないと思っている間に、市長は間違えないと

いつの間にか変わっていく。その結果として、市内の中に良くないことが起こっ

ても、政策自体は間違っていなかったと市民が勘違いしていくんですよ。 

 このような状況が今現在の尾鷲市じゃないかと思いますので、ぜひ、リニアッ

クにしろ、幼稚園にしろ、情報の出し方とか全てしっかり考えた上で、皆さんは

行政運営をしてほしいということで。 
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 これは市長を責めるわけではありません。市長個人の責任ではないんです。先

ほど言いましたけど、仕組みが悪い。 

 いいですか。仕組みが悪いから、変なものを出してもおかしいとは感じない。

だけど、優秀な市民は、あれ、おかしいよねということを感じる。一方で、市民

は勘違いしている。 

 こういうことを言って、私の一般質問を終わります。ありがとうございます。 

議長（村田幸隆議員） ここで休憩をいたします。再開は２時１０分からといたしま

す。 

〔休憩 午後 １時５６分〕 

〔再開 午後 ２時０８分〕 

議長（村田幸隆議員） 休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 次に、２番、内山將文議員。 

〔２番（内山將文議員）登壇〕 

２番（内山將文議員） それでは、一般質問を始めさせていただきます。 

 新型コロナウイルス対策に追われるこの１年は、経済や福祉、そして医療に大

打撃を与え、さらには、子供たちの様々な活動が制限されています。 

 しかし、このような状況だからこそ、夢や希望を持って、新しい時代の取り組

み方を前向きに議論していきたいと思います。 

 それでは、壇上からは、１点目の新しい観光、三密を避けた観光の創出につい

てお話ししていきます。 

 コロナ禍の中で景気、経済を再興するために考えられたＧｏＴｏキャンペーン。

年末年始を迎えるに当たり、ＧｏＴｏトラベルの一時停止の対象地域を拡大する

かどうか、政府内での議論がなされている最中ではございますが、尾鷲市におい

ても、しっかりとコロナ対策をした上で、ウイズコロナ、アフターコロナの考え

方で、つまり、キャンペーン中も、キャンペーン終了以降も、観光客獲得に向け、

新しい観光コンテンツを創り上げていかなくてはならないと考えます。 

 尾鷲市には洪波洋々と広がる海、間近に迫る巨樹の山があり、屋久島にも匹敵

する観光資源の宝庫であると私は考えます。そこには世界遺産熊野古道があり、

さらには、参道整備のボランティアの方々や、地元トレイルランナーの方々のお

かげで、熊野古道以外の山道も認知されてきています。 

 そこで、こういった海資源、山資源、そして尾鷲の町並みを活用した新しい観

光、三密を避けた観光の提案をさせていただきます。 
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 まず、参考にさせていただきますのは、この１０月と１１月に開催されたＭＩ

ＮＤ ＴＲＡＩＬ 奥大和 心のなかの美術館であります。 

 これは四つの見どころを売りにした新しい観光形態で、その内容を説明します

と、一つ目は、ウイズコロナで開催される芸術祭であることで、多くの芸術祭が

新型コロナの影響で中止となる中、広大な地域で三密を避け、五感で体験できる

ものです。 

 二つ目は、歩く芸術祭であることで、三つの地域、吉野町、天川村、曽爾村を

それぞれ３時間から５時間ほどかけ、自然に包まれながら、アート作品を鑑賞、

体験するものです。 

 三つ目は、関係人口の創出を目的とする芸術祭であることで、鑑賞には時間を

かけて歩くため、宿泊を必要とし、ふだんは意識しない自然や地域の人々との関

わりによって、関係人口を生み出すことを目的としたものです。 

 ここでいう関係人口とは、観光以上移住未満の地域に多様に関わる人々を指し

ます。 

 そして、四つ目は、世界遺産で行われる芸術祭であることで、世界遺産の風景

を楽しみながら歩くものです。 

 まさに尾鷲市においても開催可能な内容の観光コンテンツであり、長所として

は、一つのところに人を集めるイベントではなく、尾鷲の魅力を紹介できるよう

な場所を各チェックポイントとし、密を避けられるだけでなく、あらゆる場所を

総合的に魅力発信できることにあります。 

 また、トレイル・まち歩きマップ、これは観光マップのことです、などを使え

ば、尾鷲の飲食店や商店と連動させることもできます。奥大和のように芸術祭と

して開催するのも面白いですが、例えば、尾鷲市ならば、ヒノキを使った木工作

品や、地元の特産品をチェックポイントに置き、探して回るなど、アイデア次第

でいろいろな応用ができるものであると思います。 

 そして、もう一つ、興味深い事例としてあるのが京都トレイルで実施している

デジタルスタンプラリーです。 

 これはもともと存在するスマートフォンのアプリと連携したもので、個人個人

がこのアプリをインストールして、各コースのチェックポイントでスタンプを集

めると、記念品贈呈やオリジナル特典を受けられるものです。 

 コロナ禍の中で、こうした新しい観光の取組が尾鷲市の景気、経済につながる

ものの一つとして必要であると考えますが、市長、いかがでしょうか。提案させ
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ていただきます。 

 壇上からは以上です。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

〔市長（加藤千速君）登壇〕 

市長（加藤千速君） それでは、内山議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、内山議員がおっしゃった洪波洋々と広がる海、間近に迫る巨樹の山。こ

の洪波洋々と広がる海という意味、ちょっと調べてみましたんですけれども、ど

ういう意味なのかというと、大きな波がこぼれそうなほど満ちて、限りなく広が

っているさま。また、一方では、将来が希望に満ちているさま。これをいうそう

です。 

 現在、尾鷲市におきましては、世界遺産熊野古道をはじめ、海、山などの、先

ほどの言葉のとおり、ここにしかない、これを体験できる地域資源を活用した観

光誘客に、現在、尾鷲市も取り組んでおり、今後、より推し進めていかなければ

ならないと考えております。 

 とりわけ、本市にございます四つの峠道から成る熊野古道は、豊かな自然と美

しい景色、澄み切った空気など、誰もが認めるかけがえのないものと魅力を持ち

合わせております。 

 この唯一無二の財産である熊野古道を活用したイベントとして、本年はコロナ

禍により開催できませんでしたが、例年１１月には、様々な団体やボランティア

の皆様の協力を得て、全国各地からの誘客と熊野古道をＰＲする、おわせ海・山

ツーデーウォークを開催しているところであります。まさしくこれが尾鷲市の、

先ほどの御紹介のあった、これが活用できるんじゃないかというまず第１点でご

ざいます。 

 熊野古道におきましては、常日頃から整備を行っていただいている皆様、そし

て、新たな魅力として尾鷲トレイル、これを整備されている皆様をはじめ、多く

の方の思いにより守られていると言えます。 

 このことを踏まえ、さらなる誘客へとつなげるためのコンテンツを特定するた

め、現在、熊野古道に関わる皆様や有識者の方の御意見を聞きながら、古道に関

わる人の思いに着目し、新たな魅力を引き出す取組を進めているところでござい

ます。 

 また、そのほかにも、本市の魅力ある箇所を発掘するため、職員が実際に現地

に出向きながら取材し、写真に収め、自分たちが改めて目で見て体験して感じた
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ことをＴＥＫＵＴＥＫＵ ＯＷＡＳＥ旅と題して、市公式ホームページやＳＮＳ

で発信しているところであります。 

 こうした取組もあり、取材場所への問合せや、来訪された方が実際に赴いたと

いう報告のほか、メディアから取材をいただいており、今月１７日の木曜日には

ＮＨＫの全国放送で、尾鷲の絶景を紹介していただくこととなっております。せ

んだっても、尾鷲の海で、ＮＨＫで１５分ほど放映されております。 

 さらに、コロナ禍における三密を避けた観光の取組として、ＳＮＳを活用した

フォトコンテスト、これを開催しており、尾鷲で広く知られていない場所など、

「あなたにとってのとっておきの尾鷲」、これを写真を募集し、本年９月から開

始の３か月間で、２８８名の参加と１,２５６件の写真を投稿いただきました。 

 こうして投稿していただいた写真は、今後、尾鷲の魅力を発信する観光パンフ

レット、ホームページやＳＮＳで、本市のＰＲに活用させていただく予定として

いるところであります。 

 このように、現時点では、尾鷲の魅力となる情報を収集し、コロナ禍が終息す

るに至っては、しっかりと情報発信し、観光誘客につなげることができるよう取

り組んでいるところでございます。 

 議員の御提案のＭＩＮＤ ＴＲＡＩＬ 奥大和 心のなかの美術館や、京都ト

レイル、私もネットで調べさせていただきました。その件におきましては、本市

に置き換えますと、ツーデーウォークとの連動によってスマートフォンアプリを

使ったスタンプラリーを併催することで、参加者の楽しみが増え、参加者増への

後押しが期待できます。すなわち、アイデアをいかにして出しながら、これを実

行していくかということであると思っております。 

 さらに、熊野古道をはじめ、現在情報収集を進めている尾鷲の魅力ある場所と

連動させることもできます。 

 そして、行きたいときに行くというタイミングで参加することができるという

点からも、非常に魅力ある事業と認識しております。 

 御提案の先進事例は、新しい観光、三密を避けた観光の創出について、今後の

観光誘客において大変重要かつ興味深い事例であると捉えておりますので、しっ

かりと検討してまいりたいと考えております。 

 壇上からの回答は以上でございます。 

議長（村田幸隆議員） ２番、内山將文議員。 

２番（内山將文議員） 前向きな答弁、ありがとうございます。 
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 このような新しい観光の創出は、今後のおわせＳＥＡモデルでの集客交流、こ

れ、よく市長、言っておられるんですけど、この面にもつながっていくものだと

考えますので、ぜひ検討していただきたいと思います。 

 また、ＳＥＡモデルにキャンプ場などがあって、こういった新しい観光と連動

させれば、それこそアウトドアの聖地ということもなれるのではないでしょうか。 

 それと、先日、生涯学習課主催のいきいき尾鷲っ子で行われた尾鷲まちロゲゲ

ーム、ＳＮＳにも発信されていましたが、これにトレイルやまち歩きなどの新し

い観光がつながっていく、いいヒントがあるのではないかと思います。これもぜ

ひ参考にしていただきたいと思います。 

 次に、そういった中のコロナ対策についてお話ししていきます。 

 ２項目めの世界遺産熊野古道、トレイル、まち歩きにおける観光客の新型コロ

ナウイルス対策についてです。 

 日常生活における新型コロナウイルス感染予防は、今や誰もが知る予防方法と

なりました。 

 しかし、これが登山やトレイル、まち歩きの場合はどうでしょうか。日常生活

と同じような予防方法で大丈夫なのかと不安になると思います。 

 ここで注目したいのが山岳医療救助機構の新型コロナウイルス感染予防ガイド

ラインです。これは全ての人を対象につくられておりますので、例えば、散歩や、

釣りをしているときなど、いろいろな場面での活用もできます。 

 内容を簡単に説明しますと、登山前、登山時、下山時、休憩時、トイレ使用時、

下山後と、場面によって詳細に予防方法が示され、個人とグループの場合の予防

方法も知ることができます。 

 こういったガイドラインをＱＲコードや情報マップに示すことで、より安心安

全に観光客に対しての感染予防対策になるのではないでしょうか。世界遺産熊野

古道が目の前にあるからこそ、必要ではないでしょうか。 

 そして、先ほど京都トレイルの説明で述べたスマホアプリのような媒体の活用

は、コロナ禍の中で人と人との接触を避け、間接的にコミュニケーションが図れ

るツールの一つとして、その需要が知られています。 

 ここで述べたいのは、ホームページやＳＮＳだけでなく、こういったツールの

活用も必要ではないでしょうか。加藤市長のお考えをお聞かせください。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） まず、内山議員の御質問にお答えしたいと思うんですけれども。 
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 まず、本市におきまして、これまでに国の緊急事態宣言とか、あるいは県の緊

急事態措置が発出された際には、熊野古道の散策や屋外でのレジャーを予定して

いた方に向け、感染防止に向けた対応をホームページによる周知のほか、現地に

おいては看板等で防止対策のお願いを行ってきたところであります。議員おっし

ゃるとおりです。 

 しかし、ほかにも方法がないのかというようなことなんですけれども、現在に

おいても依然として、このように新型コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念さ

れているところから、県が発表する三重県指針に基づき、感染拡大防止のための

新しい生活様式、この周知に努めているところであり、散策に関しては、日本ウ

オーキング協会が公表する指針を参考に取組を行っておると。要するに、こうし

なさい、ああしなさい、こうしたらいいですよということを順次やっていると。 

 しかし、こうした状況でもあり、議員御提案のとおり、屋外体験目的の来訪者

の皆様にとっては、特にＱＲコードで読み取る、読み込むことができるようなガ

イドライン、正直言って、そんなに難しくないんですよね、本当に。あとはやる

かやらんかの話だと思うんですけれども。 

 こういうガイドラインや新型コロナウイルスに関する情報を手元でいつも確認

できる仕組みがあるということは、要は、安心して楽しむことの重要なポイント

と考えております。ですから、すぐにでも担当課にあれしながら、検証はさせた

いと思っております。 

 本市としましても、こういったツールを活用することで、感染予防・防止対策

の情報取得と同時に、屋外体験を安心して楽しんでいただけるものと捉えており

ますから、こういった先進の仕組みなど取り入れる方向で、前向きに検討してま

いりたいと、このように考えております。ありがとうございます。 

議長（村田幸隆議員） ２番、内山議員。 

２番（内山將文議員） また前向きな答弁、ありがとうございます。 

 このガイドラインは、先ほども述べましたが、いろいろな場面で活用できます。 

 そして、このガイドラインの中に、新しい登山スタイルは思いやりのスタイル

とあります。観光客と受け入れる者双方が思いやりを持って、これからも安心安

全な観光を推進できるように、ぜひ活用をお願いしたいと思います。 

 次に、観光者向けふるさと納税自販機の設置についてお話ししていきます。 

 少し嫌らしい提案ではございますが、簡単に説明しますと、観光客に対して、

飲食や宿泊でお金を落としてもらうだけでなく、ついでにふるさと納税もしてい
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ただこうという考え方です。 

 本題に入る前に、このたび、執行部、そして関係者におかれましては、大幅な

ふるさと応援寄附金の増額を達成し、その御努力と応援寄附していただいた方々

に対して感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 本題に戻ります。 

 提案させていただくこのふるさと納税自販機とは、ＩｏＴ自販機のことです。

このＩｏＴ自販機によるふるさと納税は、その地域を訪れた人が地域に寄附する

という仕組みであり、地域性という本来の趣旨に沿うものになります。そして、

その地域に共感、応援する気持ちで、ふるさと納税してもらうことができます。 

 また、たくさんの自治体のたくさんの返礼品が掲載されているインターネット

サービスだけでは、ほとんどの返礼品が埋もれてしまいます。その結果、返礼品

競争になってしまっているという問題も指摘されています。 

 しかし、このふるさと納税自販機では、他の自治体との返礼品競争に関係なく、

ふるさと納税をしてもらうことができます。 

 コロナウイルスの対策もしっかり踏まえなくてはいけませんが、人の集まる場

所にこの自販機を設置することで、返礼品中心の納税から地域への共感納税へと、

尾鷲に訪れた観光客に尾鷲のよさを知っていただいた上でじかに納税していただ

くことで、地方創生を推進していくというものです。 

 尾鷲市で設置するとすれば、熊野古道センター、いずれはおわせＳＥＡモデル

が最適だと思いますが、加藤市長、この提案はいかがでしょうか。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） 議員提案のこのＩｏＴ、これを活用したふるさと納税の自販機

の設置につきまして、私、非常に面白いんじゃないかなと思っております。特に

旅行先で市町村を気に入ったときに、その場でふるさと納税を行える仕組みであ

り、本市へ観光で訪れた人が本市のふるさとの返礼品である物とか、あるいは事

の魅力をふるさと納税自販機を通じて知っていただくこと、こういうことじゃな

いかなと、非常に重要だと思っております。 

 何でこんなことを私ども、すぐに即答できるのかと申しますと、実を言います

と、昨日現在、ふるさと納税に御協力いただいた方々が、昨年が、全部でですよ、

４月から３月まで５,７２０名の方だったんです。今現在、１２月１４日現在で、

その協力していただいた方が１万７,２５０人なんです。この１万７,２００、３

倍に膨れ上がっているんですね。それからあと、１２月の後半から１月、２月、
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３月、どれぐらいの人になる。 

 私はまさしく、さっきは金額的なことを申し上げましたけど、この関係人口を

いかに増やしていきながら、尾鷲の物、事に、要するに関心を持っていただいて、

ついては、尾鷲に来ていただくか。 

 これについては正直申しまして、今年、尾鷲のこの港まつりに。昨年は３００

人ぐらいのふるさと納税の協力していただいた方々が港まつりにお越しいただい

たんですね。そういう方々と関係を持つ間柄にしていきたいなと思っておりまし

て、そういった中でのふるさと納税の自販機の設置ではないかなと思う。 

 数多くの自治体の中から、特にこの本市に関心を持ち、本市を選んでいただい

た方々に対して、私は今後とも、なお一層、継続した関わりを持って取り組み、

すなわち、要するに尾鷲に来ていただくような、そういう仕組みづくりをやって

いかなきゃならない。そして、ふるさと納税の価値を最大限に活用しながら、関

係人口をさらに拡大していきたい。これがやはり唯一の関係人口、交流人口。人

口が停滞している中で、こういう方々と関係を持つということは、非常に重要な

話であると考えております。 

 議員御提案につきましては、本市を訪れる人に本市の魅力を知っていただき、

応援していただく仕組みとして、おわせＳＥＡモデルなどの、これを活用も含め

て検討してまいりたい、このように考えております。 

議長（村田幸隆議員） ２番、内山議員。 

２番（内山將文議員） ありがとうございます。 

 このふるさと納税自販機は開発、リリースされたばかりですが、導入した自治

体及び導入を検討している自治体も出てきています。自販機の新たな役割として

注目されていることもありますので、話題づくりにもいいのではないでしょうか。

ぜひ御検討をお願いします。 

 では、次に、尾鷲高等学校プール室内温水化による尾鷲中学校水泳部の利用に

ついてお聞きしていきます。 

 尾鷲市議会議員に当選させていただき、早くも３年半がたとうとしています。

初めての一般質問で述べさせていただいた初心の思いは今も変わることなく、今

回は、その中のスポーツ振興、健康増進のための私の重要課題である温水プール

についてお話しさせていただきます。 

 県高校総体総合優勝、インターハイ優勝、全国中学優勝と上昇を記録していた

中高生水泳部の冬期練習の本拠地であった尾鷲スイミングクラブ温水プール、老
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朽化により幕を閉じたのはもう７年前のことです。当時は、市民プール実現に向

け、約１万名もの署名が集まりました。 

 市民皆が利用できるプールという意味では未達成ではございますが、市民の皆

様、保護者の皆様、水泳協会及び関係者の皆様の御支援、そして、鈴木知事、東

県議、加藤市長、出口教育長の御協力により、尾鷲高等学校プール室内温水化が

完成間近となりました。厚く御礼申し上げます。 

 さて、令和３年３月頃利用可能となる、この尾鷲高等学校プールですが、７月

３０日に知事と市長の１対１対談にて対談していただいた、尾鷲高等学校プール

の温水化に伴う尾鷲中学校水泳部のクラブ活動での使用についての使用許可をい

ただいた、あの知事の答弁から現在までの進捗状況についてお聞かせください。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 

市長（加藤千速君） では、お答え申し上げます。 

 尾鷲中学校の水泳部、現在、シーズンオフで、紀北町の中学校の温水プールを

利用させていただいております。そこで、尾鷲高校の生徒も含めて３校が合同練

習、これを行うことで、まず、中学、高校ともに競技力を向上し、各種大会にお

いても好成績を上げているところでございます。 

 この尾鷲高校におきましては、平成２６年頃から水泳競技の拠点施設として、

全天候型オールシーズン使用可能な施設への改修を要望しており、また、本市に

おきましても、尾鷲高校は地域唯一の高校であることから、学校とともに県教育

委員会に要望を重ねてまいりました。 

 その要望がようやく実現することとなり、教育委員会事務局では、尾鷲中学校

水泳部の保護者代表から温水プール利用について強い要望があることを改めて確

認し、また、尾鷲高校には、プールの利用が可能であるかどうかについて相談を

続けてまいりました。 

 そして、本年の７月３０日に知事と私の、この知事と市長との１対１対談、こ

れにおきまして、尾鷲高校の温水プール利用についてお願いしましたところ、知

事からは快くどうぞ使ってくださいと快諾をいただいた。これは既に御承知のと

おりでございます。 

 このことは、知事、県議会議員の皆様をはじめ、多くの方々のお力添えによる

ものと心より感謝を申し上げたいと思っております。 

 この１対１対談の後、教育委員会事務局、そして尾鷲高校との間で、プール利

用に係る基本的な事項について協議を行っており、間もなく尾鷲高校と尾鷲中学
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校の間で、覚書を交わすところまで進んでおります。 

 伝統と実績のある尾鷲高校水泳部と尾鷲中学校水泳部の合同練習が可能になれ

ば、互いに切磋琢磨することで水泳部員の競技力の向上が見込まれるだけでなく、

中学校と高校との継続性のある活動にもつながり、さらには、水泳を軸として、

尾鷲中学校から尾鷲高校への進学率がより高まることを期待するものでございま

す。 

 以上でございます。 

議長（村田幸隆議員） ２番、内山議員。 

２番（内山將文議員） 継続性がある。まさにそのとおりだと僕も思っています。 

 また、これまでの約７年間、先ほども市長、おっしゃっていましたが、中高生

の練習を支えていただき、多大な御支援をいただいたのは、紀北町、潮南中学校、

そして海山水泳協会さんでした。この場をお借りしまして、改めて感謝申し上げ

ます。 

 中学校から高校に、どの高校を選ぼうというときに、水泳部はかなりの割合で、

尾鷲高校しかないというような道筋がいい意味でできておりますので、これから

も力を入れていただきたいと思っております。 

 では、細かいところをお聞きしますが、中学校から高校までの部員の交通手段

や、訪問する際のコロナ対策など、今後の利用方法などの協議の進捗については

どうでしょうか。出口教育長、お聞かせください。 

議長（村田幸隆議員） 教育長。 

教育長（出口隆久君） 内山議員の御質問にお答えをいたします。 

 このたび、尾鷲中学校のプールの温水化が実現することによって、また、関係

の皆様の御努力により、尾鷲中学校の水泳部生徒が高校生とともに練習ができる

ということは、水泳競技力のさらなる向上につながると同時に、また、中学校と

高校とのつながりがより確かなものになっていくことも考えられますので、大変

私たちもうれしく思っております。 

 御質問の交通手段についてお答えをいたします。 

 これまでは紀北町の中学校の温水プールを利用させてもらっておりまして、そ

こまでの交通費を補助して、ジャンボタクシーなどを利用したり、あるいは、保

護者の方々の御協力を得て、行き来をしておりました。 

 このほど、尾鷲高校のプールを利用できることになりましたので、ほかのクラ

ブ同様、送り迎えなしで活動できることになり、活動時間の確保、それから保護
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者の時間的負担も軽減されるということになるわけでございます。 

 もう一つ、尾鷲高校のプールを利用する際のコロナ対策につきましては、本年

１１月１９日付で、三重県指針ｖｅｒ.７を見ました。これにつきまして、運動

施設について、ロッカーやシャワーなどの屋内共用施設につきましては必要に応

じて利用人数を制限するなど、三つの密を避けていく、そういうようなことを述

べております。 

 また、水泳の授業につきまして、文部科学省は、プールの水の塩素濃度の管理、

ドアノブ、シャワーの水栓などの消毒、屋内プールでの換気、また、児童・生徒

の検温、健康観察、プール内外のソーシャルディスタンスなど、十分な対策を講

じることを前提として、実施することは差し支えないとしております。部活動も、

これに準じて行うことになります。 

 いずれにいたしましても、今後の感染拡大状況を見ながら、尾鷲高校が実施す

る対策、対応に従って、実施していくことになるというふうに考えております。 

 今後につきましては、クラブ活動実施の時間設定や休日の練習など、尾鷲高校

と尾鷲中学校の間で協議を重ねて、よりよい利用ができるように相談をしていく

ことになるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

議長（村田幸隆議員） ２番、内山議員。 

２番（内山將文議員） ジャンボタクシーから徒歩で行けるようになるということで、

中学生部員の脚力強化にもつながるのではないかと思います。その際の、登下校

と同様、安全面の指導もよろしくお願いいたします。また、保護者、そして尾鷲

高校との調整も、今後またよろしくお願いいたします。 

 尾鷲高校プールの室内温水化が実現し、部員の練習場の課題が改善されるとは

いえ、尾鷲中学校にはプール、体育館の更新、バリアフリー化など、学校給食と

同じように課題は山積しております。 

 厳しい財政状況ではございますが、スポーツ施設整備における補助金制度など、

例えば、文科省であるならば、公立学校施設整備費負担金や学校施設環境改善交

付金、国交省であるならば、防災・安全交付金など、このような補助制度を検討

していただき、この旧町内に一つしかない大切な尾鷲中学校の諸課題への対応を

お願いします。 

 答弁ありましたら、よろしくお願いします。 

議長（村田幸隆議員） 市長。 
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市長（加藤千速君） まず、尾鷲中学校の水泳部が尾鷲高校に完成した温水プール、

これを利用させていただくこと、まずなったわけでございますんですけれども、

議員おっしゃっていますように、私もいろいろ聞いています。特にこのスポーツ

施設において、先ほど議員御指摘の体育館の問題とか、バリアフリーの問題とか、

いろんな話はお伺いしているんですけれども。この中学校の施設の重要性につい

ては、十分認識しておりますんですけれども。 

 ただ、学校関係においては、まず、これまでに国の補助金等々を活用しながら、

尾鷲市も一部負担しながら、空調設備の整備とか、あるいは今回のタブレットの、

パソコンの導入など、教育関係、教育環境の整備に力を入れてまいってきている

わけなんですけれども。しかし、財政状況を考えると、すぐに全てのことができ

るということについては、非常に困難な状況でございます。 

 財政課のほうにおきまして、公共施設個別計画、それを全部、今整理いたしま

して、また、議会にも報告しなければならないと。年明けには報告できると思い

ますんですけれども。そういうことも踏まえまして、優先順位をつけながら、検

討はしてまいりたいと。 

 しかし、補助金等々もいろいろございますので、我々としてもその辺のところ

を十分認識した上で、そして、さらに、施設整備の重要性ということも、中学だ

けじゃなしに全般にわたって非常に重要だと思っておりますので、その辺のとこ

ろを十分力を入れていきながら、対応してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

議長（村田幸隆議員） ２番、内山議員。 

２番（内山將文議員） 非常に重要であるということは分かりました。今後も対応、

よろしくお願いいたします。 

 これで一般質問を終わります。 

議長（村田幸隆議員） 以上で、本日の一般質問は打ち切り、明日１５日火曜日午前

１０時より続行することにいたします。 

 本日は、これにて散会をいたします。 

〔散会 午後 ２時４７分〕 
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